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N O M T OI F R A I N

中央会からのお知らせです

○中央会の独自調査として「夏季」、「冬季」の賞与調査を行っています。
○秘密の厳守
　調査票にご入力いただいた事項については、企業と個人の情報の秘密を厳守し、統計以外の目的に用いる
ことはいたしませんので、ありのままをご回答ください。
　また、入力担当者名などの個人情報については、本調査に係る問合せ以外には使用
いたしません。
　所属会員企業への周知・依頼についてご協力お願いいたします。

○回答方法
　URL（https://forms.office.com/r/20eT3nzhna）又は右記QRコードより�
回答フォームにアクセスし、ご回答ください
　支給しない場合でも「ない」でご回答をお願いします。

○回答期限
　令和 7年1月 30 日（木）までにご回答願います。
　フォームのご回答に当たり、不明な点など、調査に関するお問合わせは企画情報部まで
� （電話 011-231-1919　FAX 011-271-1109）

令和6年度冬季下期賞与調査ご協力のお願い



北海道中小企業団体中央会

会 長　髙橋　秀樹

年頭にあたって

　新年明けましておめでとうございます。

　会員並びに関係機関の皆様におかれましては、健やかに新春を迎えられたことを心よりお慶び申し上げま

す。

　平素より当中央会の事業推進にご理解とご協力を賜り、深く感謝を申し上げます。

　昨年を振り返りますと、1月の能登半島地震や羽田空港での航空機衝突炎上など、大きな災害で幕を開け

た年でありましたが、7月に開幕したパリオリンピックでは、道内関係選手たちの奮闘、活躍が多くの感動

をもたらし、特に陸上競技、スケードボード、柔道ではメダルを獲得するなど、明るい話題もありました。

　また、6月には北海道が「金融・資産運用特区」の対象地域として指定されており、今後、洋上風力発電

や水素などGX産業のサプライチェーンの構築や海外資産運用会社等の誘致などが見込まれ、地元経済の

波及効果が期待されるところです。

　そのような中、ロシアによるウクライナ侵攻に端を発したエネルギー・原材料価格の高止まりや長期化す

る円安、各産業における人手不足は深刻な状況であり、会員事業者の経営環境は依然として厳しい状況が続

いています。

　加えて、歯止めのかからない人口減少や少子高齢化の進展、デジタル化や脱炭素化実現のためのグリーン

改革などの課題にも対応しなければなりません。

　一方、本年5月には、お菓子のオリンピックとも呼ばれている「全国菓子大博覧会」が、北海道では 57

年振りに旭川市で開催され、全国の応募菓子審査で受賞した商品の展示やお菓子の実演見学などの一大菓子

イベントであり、道内経済の活性化が見込まれるところです。

　また、国では、賃上げ環境の整備などを柱とした経済対策を決定しており、価格転嫁の円滑化等の環境整

備をはじめ、省力化・デジタル化投資への支援のほか、物価高への対策として、燃料油価格の激変緩和措置

や電気・ガス料金の負担軽減措置を実施することとしており、道内事業者の経営の安定や改善が期待される

ところです。

　このような状況の中、地域に根ざした事業活動を行う中小企業・小規模事業者が持続的に発展していくた

めには、相互扶助の精神を基本として協同で経営資源を補完する中小企業組合組織の活動が大変重要である

と考えています。

　本会といたしましても、「連携の絆を深め、輝く明日へ」のスローガンの下、会員事業者が直面している

課題解決への支援に積極的に取り組み、皆様の事業活動の継続とさらなる発展につながるよう努めてまいり

ますので、今後ともご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

　皆様におかれましては、希望に満ちた良い年となるよう心からお祈り申し上げ、新年のご挨拶といたします。
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北海道知事

鈴木　直道

令和7年　知事年頭所感
　新年明けましておめでとうございます。皆様とともに新たな年を迎えられたことを、大変うれしく思います。
　昨年を振り返りますと、能登半島地震や各地での大雨など全国で大規模災害が相次ぎ、宮崎県沖で起きた
地震では、初めて「南海トラフ地震臨時情報」が発表されました。また、秋には、道内の農場で高病原性鳥
インフルエンザが発生し、防疫対策に取り組むとともに、物価の高騰による影響が長期化しており、本道経
済の活性化を図るなど、道民の皆様の命と暮らしを守る思いを一層強くする年となりました。
　こうした中、本道のさらなる飛躍に向けた歩みが着実に進みました。
　国家プロジェクトである次世代半導体の製造拠点ではEUV露光装置が搬入され、着実に整備が進むととも
に、北海道・札幌「GX金融・資産運用特区」が国に認められ、国内随一の再生可能エネルギーのポテンシャ
ルを有する北海道が、国内外から一層注目されようとしています。私自身、ニューヨーク州を訪問し、州政府
関係機関と連携の枠組みを構築したところであり、先進地の知見も活かしてGX・DX産業の集積を目指します。
　また、念願が叶い「日高山脈襟裳十勝国立公園」が誕生しました。多様な生態系が残る自然は世界に誇る財
産であり、ヒグマとのあつれきの低減を図りながら、豊かな自然を守り、その魅力を広く発信してまいります。
　観光入込客数がコロナ禍前の水準を回復しつつある中、本道経済の発展に資する観光振興が図られるよ
う、宿泊税の導入に向け、検討を進めてきました。引き続き、関係の皆様の声を丁寧に伺ってまいります。
　そのほかにも、全国最多 1,000 人以上の地域おこし協力隊の活動や、パリオリンピック・パラリンピック
における本道ゆかりの選手の活躍、アンテナショップ「どさんこプラザ」の過去最高売上の更新、北海道米
「そらきらり」のデビューなどがありました。
　昨年、新たに策定した北海道総合計画では、北海道の力が日本そして世界を変えていく、そして、一人ひ
とりが豊かで安心して暮らせる地域づくりを進めていくことを、めざす姿として掲げ、この実現に向けた取
組の中で、様々な分野で北海道の未来を切り拓く可能性や輝きを実感することができたと思っています。
　新しい年は、この計画を基盤としながら、道民の皆様の暮らしを守り、豊かな未来を築いていくため、大
きな一歩を踏み出す年にしたいと考えています。
　防災体制の確立など命と暮らしを守る取組を最優先としながら、産業振興により地域経済を活性化し、さ
らには、我が国の食料・経済安全保障において役割を果たしてまいります。国内最大の食料供給地域とし
て、農林水産業の持続的な発展に取り組むとともに、次世代半導体製造のパイロットライン稼働を大きな弾
みとし、再生可能エネルギーや広大な大地、冷涼な気候など多彩な強みを最大限に活かして、AI などのデ
ジタル関連をはじめとする新たな産業や人、投資の呼び込みを加速させてまいります。
　そして、社会全体で子どもを支える「こどもまんなか社会」の実現への取組や、地域を支える人材の確
保・育成を進め、さらに、戦後 80 年となる本年、一刻の猶予も許されない北方領土問題の解決に向け、返
還要求運動に粘り強く取り組みます。
　本年は、道庁赤れんが庁舎のリニューアルオープン、知床世界自然遺産の登録 20周年、ウポポイの5周
年、北海道で 57年ぶりの全国菓子博、北海道豊かな海づくり大会の初開催など、様々な節目の年でもあります。
　こうした機会も捉え、本道の自然、文化、産業などを国内外に発信し、人口減少をはじめ直面する課題を
乗り越えていけるよう北海道の創生を進めてまいりますので、皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。
　本年が、皆様にとりまして、輝かしい未来に向けた素晴らしい年となりますよう心からお祈り申し上げ、
新年のご挨拶といたします。
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経済産業省北海道経済産業局長

鈴木　洋一郎

年頭所感
　我が国は、名目GDP600 兆円、設備投資 100 兆円をそれぞれ超え、賃金も 33 年ぶりの高い賃上げ率を実
現させました。半導体やデータセンターなどハード面での国内投資が地域経済の大きな牽引役となり、「失
われた 30 年」から「賃上げと投資が牽引する成長型経済」への移行の潮目にあります。

　一方、北海道は全国を上回るペースで人口減少が進むほか、高齢化率も全国平均に比べて高水準である等
構造的な課題に直面しています。また、賃上げを行う中小企業の中には、業績改善がみられない中での「防
衛的賃上げ」が行われているケースも含まれています。

　「国内投資拡大、イノベーションの加速、国民の所得向上」により「日本経済・地方経済の成長」を目指
し、私ども北海道経済産業局においては、以下の取組を全力で推進してまいります。

　まず、DXとGXが牽引する更なる国内投資促進です。次世代半導体やデータセンターの拠点化を北海道
において着実に進めていくとともに、関連する産業の取引活性化やデジタル人材の質と量の確保にも注力して
いきます。それら新たな電力需要をはじめ北海道内のエネルギー安定供給を目的に、徹底した省エネの推進、
安全性の確保を大前提とした泊発電所の再稼働、洋上風力や地熱など地域と共生した再生可能エネルギーの
導入拡大、水素・アンモニア等の新たなエネルギーの利活用拡大やCCSの事業化に向けた環境整備を進める
とともに、地域のご理解とご協力を得ながら高レベル放射性廃棄物の最終処分に取り組んでまいります。

　第二に、地域の強みを生かした新たな挑戦の支援です。食・観光産業の国際競争力の強化に向けて、食品
製造現場の生産性向上や輸出拡大の支援、観光資源を生かした地域産業の活性化に取り組みます。また、ス
タートアップ企業と大手企業とのマッチングやエコシステム等の構築に取り組んでいくとともに、宇宙産業
等の北海道の特性を生かした新産業の創出も推進してまいります。中堅・中核企業の新事業展開や若手後継
者（アトツギ）の新分野進出の支援、中小企業等への資金繰り・事業再生など地域企業が新たな挑戦に取り組
んでいくために必要な環境整備にも引き続き注力してまいります。

　第三に、地域経済を支えてきた地元企業の力を生かした「地方創生」の実現です。中小企業・小規模事業
者の持続的発展に向け、価格転嫁対策やパートナーシップ構築宣言等による取引適正化を推進し、賃上げに
向けた企業の原資確保も後押しするとともに、中小企業の生産性向上や商品展開力・サービスの向上、円滑
な事業承継等を支援して参ります。また、都市間の移動距離が長いことなどに起因する北海道で顕著な物流
課題を解決するための取組など、経済活動を支える社会インフラの課題解決にも挑戦していくほか、消費者
取引の適正化、製品安全確保等を進め、消費者の利益を守ります。

　本年も関係機関の皆様とともに、「強い北海道経済」、「地方創生」の実現に向けて職務に邁進いたします
ので、より一層のご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。

　本年が皆様にとって実りの多い飛躍の年となりますよう祈念し、新年のご挨拶とさせていただきます。
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　令和6年度北海道産業貢献賞の贈呈式が令和6年 11 月 18 日（月）に京王プラザホテル札幌において行われ、受賞
者や関係者が出席するなか、三橋剛副知事から受賞者一人ひとりに賞状が手渡されました。
　本会関係者で受賞の栄誉に輝かれた方々をご紹介します。おめでとうございます！

石割　昭浩　氏
北海道表具内装業協同組合　

副理事長

山田　賢悟　氏
北海道圧接業協同組合　

理事長

卓越した
技能者

美浪　利光　氏
旭川地方左官工業協同組合　

理事長

認定
職業訓練
功労者

商工鉱業関係功労者

北海道産業貢献賞　受賞おめでとうございます！

岩城　直人　氏
小樽地方電気工事協同組合　

理事長

古伏脇　隆二　氏
函館特産食品工業協同組合　

理事長

大倉　直　氏
函館地方電気工事協同組合　

理事長

佐々木　通彦　氏
旭川工業団地協同組合　

理事長

杉山　輝子　氏
帯広市商店街振興組合連合会　

理事長

玉井　繁　氏
札幌手稲工業団地協同組合　

相談役

髙木　功　氏
枝幸町商工協同組合　

理事長

土井　茂人　氏
釧根地方石油業協同組合　

理事

富岡　正幸　氏
北海道砂利工業組合　

副理事長

成田　才仁　氏
苫小牧管工事業協同組合　

理事長

中川　寿一　氏
網走地区機械メンテナンス協同組合　

理事長

野村　文吾　氏
帯広地方石油業協同組合　理事
帯広工業団地協同組合　理事

藤田　俊一　氏
苫小牧重機土木協同組合　

理事長

森川　唯志　氏
北海道紙器段ボール箱工業組合　

理事長

村瀬　充　氏
北海道銑鉄鋳物工業組合　理事長
特殊鋳物協同組合　理事長

山下　裕久　氏
旭川地区コンクリート製品協同組合　理事長
北海道コンクリート長尺開水路協同組合　理事長

（五十音順）
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　令和6年11月12日（火）、札幌市の産業経済の発展に著しく功績のあった個人を表彰する「札幌市産業経済功労
者表彰」と、令和6年11月29日（金）、商工業の振興に寄与した工場・店舗などの事業所やその役員、従業員を表
彰する「札幌市優良工場等表彰」の令和6年度の表彰式が札幌パークホテルにおいて行われ、秋元克弘札幌市長
から表彰状が授与されました。本会関係者で受賞の栄誉に輝かれた方々をご紹介します。おめでとうございます！

札幌市産業経済功労者表彰

佐藤　允省　氏
札幌蒲鉾工業協同組合　理事長

佐藤　安幸　氏
札幌市管工事業協同組合　理事・相談役

澤田　知廣　氏
札幌市商店街振興組合連合会　常任理事

札幌市優良工場等表彰

赤羽　幸雄　氏
戦略経営ネットワーク協同組合

理事長

北川　道則　氏
北海道板金工業組合　事務局長

協同組合の部 組合等職員の部

受賞おめでとうございます！札幌市　産業経済功労者表彰・優良工場等表彰

○氏　名　　濱村　飛鳥（はまむら　あすか）
○所　属　　連携支援部
○出身地　　熊本県　玉名市
○趣　味　　ドライブ、バドミントン

12 月に採用となりました、濱村と申します。道外より移住し、今
後は北海道の企業、組合の振興に携わりたい思いで入職いたしまし
た。一日でも早く、皆様のお手伝いができるよう精進して参ります
ので、よろしくお願いいたします。

新入職員紹介新入職員紹介
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　12 月号に引き続き、今年度実施した「中小企業労働事情実態調査」の結果の要点を掲載いたします。�
なお、詳細は本会ホームページに掲載しております。

北海道の労働事情 【要約版】②令和6年度

5　中途採用について

（1）令和5年度中途の採用計画の有無
　令和5年度の中途の採用または採用計画の有無に
ついては〈図1〉のとおり。
　「採用計画をし、実際に採用した」事業所が最も
多く 52.4％で、次いで「採用計画を行わなかった」
が 31.4％、「採用計画をしたが、採用しなかった」
が 16.1％となった。

（2）中途採用者の平均人数と充足率
　令和5年度の中途採用者の平均採用人数と充足率
は〈図2〉のとおり。
　平均採用人数が多い業種は「情報通信業」の 7.17
人、「卸売業」の 3.86 人、「運輸業」の 3.63 人と
なった。また、平均採用人数が少ない業種は「繊維
工業」「化学工業」の0人、「職別工事業」の 1.49
人、「設備工事業」の 1.57 人となった。
　中途採用の充足率はいずれの業種も 100％に至ら
ず、高い業種は「機械器具」の 95.0％、「金属・同
製品」の 90.9％、「卸売業」の 86.9％となった。
　一方、中途採用の充足率が低い業種は「繊維工
業」「化学工業」の0％、「職別工事業」の 51.7％、
「設備工事業」の 61.7％となった。
＊�充足率とは、事業所が採用しようとした人数に対し、実際に採用でき
た人数はどれくらいかを百分率で表す。実際に採用した人数が、採用
しようとした人数より少ないと、100％を下回る。

（3）中途採用者の年齢層の割合
　中途採用者の年齢層の割合を全国と比較すると
〈図3〉のとおり。
　全国を上回った項目は「35 歳～44 歳」が 23.7％
で 1.7 ポイント、「45 歳～55 歳」が 21.9％で 0.5 ポ
イント、「56 歳～59 歳」が 7.4％で 1.4 ポイントと
なった。
　一方、全国を下回った項目は、「25 歳未満」が
13.6％で△ 1.4 ポイント、「25～34 歳」が 24.3％で
△ 2.1 ポイント、「60 歳以上」が 9.1％で△ 0.1 ポイ
ントとなった。

〈図2〉中途採用者の平均採用人数と充足率
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〈図3〉中途採用者の年齢層の割合
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52.4％

31.4％

16.1％

60％50％40％30％20％10％0％
〈図1〉中途の採用または採用計画の有無（複数回答）
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6　人材の確保、定着

（1）人材確保における望ましいと考える雇用形態
　人材確保における望ましいと考える雇用形態は
〈図4〉のとおり。
　北海道全体で最も多かったのは「正社員（中途採
用）」で81.2％であった。次いで「正社員（新規学卒
者）」が 57.2％、「パートタイマー」が14.2％、「嘱託・
契約社員」が 8.4％、「採用を考えていない」が 6.2％、
「派遣社員」が 2.1％、「その他」が1.0％となった。

（2）人材定着のために行う取り組み
　人材定着のために行う取り組みは〈図5〉のとおり。
　北海道全体では、「資格取得支援」が最も多く
65.9％、次いで「若手社員の給与水準の引き上げ」
で 54.3％、「ワーク・ライフ・バランス（福利厚生）
の充実」で 51.4％、「職場コミュニケーション向上
のための施策」で 34.8％、「定期的な人事評価・面
談の実施」で 24.9％、「社外の教育研修機会への派
遣」で 18.3％などとなった。

7　賃金改定について（令和6年7月1日時点）

（1）賃金改定の実施について
　賃金改定の実施について全国と比較すると〈図6〉
のとおり。
　全国を上回った項目は、「引上げた」が 71.8％で
11.2 ポイントであった。
　一方、全国を下回った項目は、「今年は実施しな
い（凍結）」が 9.6％で△ 0.8 ポイント、「7月以降引
上げる予定」が 7.4％で△ 5.2 ポイント、「7月以降
引下げる予定」が0％で△ 0.5 ポイント、「未定」
が 10.8％で△ 4.8 ポイントとなった。

（2）賃金改定の具体的内容について
　賃金改定の具体的内容について前年度と比較する
と〈図7〉のとおり。
　「定期昇給」が 52.4％で最も多く、2.4 ポイントの
増加、次いで「ベースアップ」が 37.7％で 11.0 ポ
イントの増加、「基本給の引上げ（定期昇給制度のな
い事業所）」が 37.0％で 1.4 ポイントの減少、「諸手
当の改定」が 18.3％で 2.6 ポイントの増加、「臨時
給与（夏季・年末賞与など）の引上げ」が 15.2％で
2.1 ポイントの増加となった。

（3）賃金改定の決定要素について
　賃金改定の決定要素については〈図8〉のとおり。
　「労働力の確保・定着」が 64.8％と最も多く、次
いで「企業の業績」が 54.8％、「物価の動向」が
53.7％、「世間相場」が 32.2％、「賃上げムード」が
20.6％となった。

〈図7〉賃金改定の具体的内容について
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本調査の実施にあたり、ご協力いただきました会員組合及び組合員企業の皆さまに深く感謝申し上げます。
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令和6年度組合等女性研修会を開催しました

　11 月 15 日（金）、ホテルポールスター札幌において、令和6年度組合等女性研修会を開催しました。当日
は、キャリアコンサルタントの長谷川ひとみ氏を講師に迎え、「レジリエンスキャリアストーリーでこれか
らの自分を描こう」をテーマに研修が行われました。グループワーク形式で行われた研修会では、逆境や試
練から立ち直る心の力という意味を持つレジリエンスの思考を取り入れ、女性のキャリアデザインにおける
新たな手法について説明があり、参加者同士、活発な意見交換が行われました。研修会に続いて行われた交
流懇談会では、ビンゴ大
会も行われ、和やかな雰
囲気の中で参加者同士の
懇親も深まり、盛会のう
ちに終了しました。来年
度も開催予定ですので、
みなさまのご参加、お待
ちしています。

中小企業者が知っておきたい
価格交渉の基礎知識セミナーを開催しました

　11 月 19 日（火）に札幌ガーデンパレスにて、「中小企業者が知って
おきたい価格交渉の基礎知識～下請代金支払遅延等防止法（下請法）
に関する運用基準が改正～」を開催しました。
　当日は、前田直樹講師から、現在の法制度についての改定部分の
ポイントや現状の物価高騰に対しての考え方や実際に講師が取り組
んだ事例の共有があり、今後の価格交渉を行っていく上で何が必要
なのかをわかりやすく講演していただきました。

全国中小企業団体中央会
令和6年度中小企業組合士スキルアップ研修が開催されました

　昨年9月から 12 月にかけ、全国中小企業団体中央会の主
催による令和6年度中小企業組合士スキルアップ研修が福岡
県・東京都・北海道・大阪府にて行われました。このうち北
海道は、11 月 21 日（木）、TKPガーデンシティ札幌駅前を会
場にして開催されました。当日は、一般社団法人　日本ハラ
スメントリスク管理協会　佐藤正彦認定講師による「人材定
着のためのハラスメント対策について」、続いてMORE経営
コンサルティング　日野眞明代表取締役による「ロジカルシ
ンキングによる効果的な伝達方法について」、最後に全国中
央会による「補助金の活用について」の三部構成で研修が行われました。研修会に続いて開催した北海道中
小企業組合士会主催の交流懇親会では、中小企業組合士間で交流が図られ、盛会のうちに終了しました。
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札幌市管工事業協同組合青年部
設立 30 周年祝賀会が開催されました

　11 月8日（金）、札幌市管工事業協同組合青年部の設立 30 周年祝賀会が、ジャ
スマックプラザにて開催されました。
　開会の言葉では、西松翔太青年部会長から「今、私たちを取り巻く環境は大
きく変化し、人手不足や技術継承の難航など課題は山積している。今日を新し

いスタートとし、これまでの歴史を継承しつつ、時
代の変化に対応し、新たな仲間とその時代を創って
いきたい。」と今後に向けた決意が述べられました。
　その後来賓の皆様から祝辞を賜り、乾杯の発声と
ともに始まった祝宴は、青年部メンバーで構成されたバンド「水を守り隊」の
ライブで熱気に包まれ、大盛況のうちに終了しました。

札幌電気工事業協同組合青年部
設立 40 周年祝賀会が開催されました

　11 月 16 日（土）、札幌電気工事業協同組合青年部の設立 40 周年祝賀
会が札幌プリンスホテルにて開催されました。中村貴裕青年部長より開
会の挨拶が行われ、来賓の方々より祝辞を賜りました。祝宴では、第
11 代から第 14 代の歴代の4名の部長への表彰が行われ、長年の青年部
での活躍が労われました。その後、組合青年部の歴代部長に贈られた特
攻服のお披露目など楽しい催しで会場は多いに盛り上がり、今後、より
一層の青年部活性化を誓い大盛況のうちに終了しました。

　11 月 15 日（金）、長崎県長崎市のスタジアムシティホテル長崎におい
て、全国中小企業青年中央会（全青中）の組合青年部全国講習会が開催さ
れました。
　講習会には、225 名が出席し、北海道中小企業青年中央会（道青中）か
らは、岡田和也会長・野口竜太副会長が出席しました。第一部は、株式
会社ジャパネットホールディングス　岩下英樹取締役を講師とし「ジャ
パネットグループが本気で取り組む地域創生事業～長崎スタジアムシ
ティの取り組み～」をテーマに、この講習会が開催されたスタジアムシティを取り巻く地域創生事業につい
て講演が行われました。第二部では、和倉温泉旅館協同組合青年部長であり、和倉温泉おくだや　代表取締
役の奥田一博氏より「青年組織に求められること～震災時の対応など～」をテーマに、昨今避けることの出
来ない防災対応における、青年部組織のあり方についての講演が行われました。
　講習会に続いて行われた懇親会では、鳥取県で開催される次期総会や岩手県で開催される次期講習会の
PRもあり、盛会のうちに終了しました。

北海道中小企業青年中央会　会員募集中！　詳しくは　事務局：（011）231-1919　担当・齊藤まで

全国中小企業青年中央会
組合青年部全国講習会が長崎県で開催されました
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めでる研究室　主宰めでる研究室　主宰
石田邦雄氏石田邦雄氏

『�組織磨き・人育て』の�
現場から ８

石田邦雄の

　また新たな年が幕を開けました。とはいえ企業にとっ
ては「人の確保と定着化」が益々厳しくなる様相で
す。私はこれまでも、多くの団体や企業とお付き合いを
し、時にはカウンセラーとして退職面談などを通じ、そ
の人達の本音と向き合ってきました。するとそのキー
ワードの一つに間違いなく「成長」があると感じていま
す。矛盾するように聞こえるかも知れませんが、それに
も「見えて辞める」と「見えなくて辞める」の両者があ
るように。前者は「この会社に我慢していても先はこん
なものであまり期待を持てない」のように、自分の5年
先などが見えて、描いていた将来への思いと解離を
し、おさらばするパターン。逆に後者は「このまま自分
がこの企業にいる意味は？」という問いに対し、明確な
答えが見あたらず、先が見えないパターンといえます。
そうすると双方に共通していえるのは、その人なりに
「現在の仕事にどのような意味を見つけ、また成長を感
じられるか」です。要は夢や希望が膨らむように、その
人の将来の生き方を示すビジョンなりをどれだけ「見え
る化」してあげられるかであり、「この企業で働くこと
が自分のキャリアづくりに役立つ」と感じられるように
することが肝心です。同じ我慢でもこれが見えず「我
慢のための我慢」であるとしたら、労働力の売り手市
場である今日、定着化は無理な注文といえるでしょう。
またそれに関し各人の能力開発をどう進めていくかも重
要で、その際、上司が部下にマンツーマンで指導育成
をする「OJT（職場内教育）」が人育ての柱ではありま
すが、私はそれにもまして「自己啓発のありよう」が大
事ではと思っています。何故なら「OJT」はどちらかと
いうと受け身であるのに対し、「自己啓発」は能動的側
面を持ち、それこそが“人磨きの基本”であり、そこに
ある“意欲”こそが“成長の源泉”と思うからです。

　その場合、私は次の4つを強調します。一つは「目
標を持った行動」です。これがないということは「流さ
れる」という生き方（働き方）に繋がります。二つは「与
えられた役割だけではなく自分で作る役割も」というこ
とです。これは「課長はこんな業務を」などが記され
た職務分掌規定等に書かれたものに安住することな
く、同じ課長であったにしても、新任やベテランなど、
自分にしか醸し出せない味を発揮し、どう組織に貢献
するかです。次に「自己成長の機会を自らが作る」…こ
れはとかく能力向上となると「組織から与えられて」が
一般的になりがちで、「必要なら自分で」を基本にする
ことです。同じ時間を学ぶにしても、この心のありよう
が間違いなく成果に大きく影響を及ぼします。最近話
題になる「リスキリング（学び直し）」はまさにこの感覚
が要求されるといえるでしょう。もう一つが「顧客・上
司に価値を創造し提供する」です。周囲への役立ちに
も様々ありますが、中でもとりわけ重要になるのが顧客
と上司です。顧客ニーズを察知し応えていくと共に、
「上司が何を望んでいるか」を考え、それに向け行動し
ていく人であることが要求されます。これら4つの視点
で自己啓発に取り組むことが大切で、その上で互いに
もたれあう労使関係を排し“自立的な関係”へと舵をき
ることです。即ち、従業員側にとっては「自分に成長す
るチャンスがある」や、「自分自身が公正に評価されて
いる」等が感じられるかであり、一方、雇用する側は
「必要により自ら力をつけている」や「周りの期待通り
に貢献している」などを働く側に求めることになるで
しょう。それに対しどちらかが「NO」であれば、やが
てその関係が切れることは“ものの道理”といえます。
　迎えた新年は互いに成長を具体的に手にする…そん
な1年になれたら素敵ですね。

互いに「成長を手にする」1年に

10 ニュースレポート中央会2025.1



N O M T OI F R A I N

北海道経済産業局からのお知らせです
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11月の道内景況 情報連絡員レポート
最低賃金の引き上げが収益状況を圧迫、人手不足に影響している面も。

製造業
食料品�
● �人件費をはじめとする経費上昇が止まらない。輸入物価の上昇が原材料だけでな
く、すべての物品に及んでいる。上昇の落ち着きが見えないため、各社値上げの
タイミングを探している。来年度には取りかかりたいと考えている企業が多い。
・�とりあえず為替が落ち着いて、輸入品の価格の落ち着き所を安定させてほし
い。� （小樽）

● �秋鮭漁については、当地においては漁獲量が減少したものの、北海道全体から
みれば軽度の低下。そのため、他地域からの買入が多く、秋鮭の価格上昇と
なったため、イクラ、筋子などの加工製品は昨年の2倍近い値段となってお
り、顧客離れが懸念されている。ホタテは安定しているが、夏場の海水温の上
昇により、稚貝の生育に影響が出ており、翌々年の漁獲量が心配されている。
水産関係は、気候変動によって状況が大きく左右されるが、組合員は、価格変
動対応、固定客確保等、安定して運営している。� （網走）

● �働き方改革、最低賃金のアップでさらに値上げせざるを得ない状況になってい
る。事業拡大のため、補助金を申請し機械の導入を検討したが、人件費の最低
賃金＋20 円等の条件があり、結果的に商品への価格転嫁を考えなければなら
ず、お客様との交渉が難航している会社もある。さらに年末に向けてほぼすべ
ての食品が昨年より高騰している。� （全道）

●味噌出荷量（道内）；単月（令和6年 10 月）前年対比　107.6％
　　　　　　　　　累計（令和6年1月～10 月）前年対比　96.3％
・醤油出荷量（道内）；単月（令和6年 10 月）前年対比　102.0％
　　　　　　　　　　累計（令和6年1月～10 月）前年対比　96.6％
・味噌出荷量（全国）；累計（令和6年1月～9月）前年対比　96.8％
・醤油出荷量（全国）；累計（令和6年1月～9月）前年対比　99.8％
・�令和6年 10 月の道内単月の出荷量は、前年対比、味噌・醤油ともに良かっ
た。
・�令和6年1月～10 月の道内累計出荷量は、味噌・醤油ともに悪く、状況は変
わらず。
・味噌・醤油とも前年と比較して荷動きも悪く、また、原料米をはじめとする
原材料の高騰も続いており、依然として厳しい状況にある。� （全道）

● �依然として、加工原料のイカの不漁、円安による原料・資材価格の高騰・エネ
ルギーコストの上昇により、薄利ではあるが雇用維持に努めている。また、地
域水産漁獲物が年々漁獲は多くはないが、南の地域の魚が水揚げされている。
・�日本各地域の今まで獲れていた魚介類の推移と今まで漁獲されなかった新た
に近年漁獲された魚介類が見られており、北海道ではだんだん南の暖かい地
域の魚が漁獲されるようになってきている状況になっている。� （函館）

木材・木製品�
●基本的に 10 月期と同様に推移しており、特に変わったこともない。
・11 月期のトドマツ原木の工場への入荷は、前月期同様落ち着いている。市況
については、在庫が不足している状況になく、弱保合で推移している。ま
た、国有林材のトドマツ一般材については、オホーツク、道央圏、道北では
複数の応札があり、活発な動きが出てきている一方で、道南圏については、
不落が続き出口が見えない。特に道南スギ、カラマツについては、全く動き
がなく、供給過多となっている。原料材については、FIT の影響から安定か
つ高値安定で推移していたが、4月以降価格が下降している。11 月期のカラ
マツ原木については、供給過多となっており、合板業界が、かなり苦しんで

おり、しばらくはこのような業況が続くものと思われる。
・トドマツ製材市況は、先月に引き続き景気後退等の影響により、新規住宅需
要が前月に比べ減少しており、回復することは、不可能に近い。産業資材も
減少傾向で推移している。価格は弱気配～保合の状況にあり、カラマツラミ
ナについても、減少傾向で推移している。また、市況はカラマツ、エゾ・ト
ドマツは弱含みが見込まれる。なお、本州のスギが市況に入り込み、道内の
市況を圧迫しつつあり業界内では脅威に感じている。紙原料は、不足気味で
原料材価格が上昇していたが、全体的に下降気味である。木質バイオマス原
料については、順調に集荷されており、価格も高止まりの傾向から、下がり
気味で推移している。
・道内製材業界は、主力製品である梱包材・パレット材のオーダーが大変厳し
い状況下にあることから、一昨年から上昇した電力料金や各種諸資材、航送
料金の値上げなどを、製材品価格に反映させることなく、自助努力により吸
収してきたところだが、そのような中、「2024 年問題」（トラックドライバー
の労働時間規制）によりトラックの手配に各工場が苦慮している。� （全道）

● �先に底を打った感から少し受注量が回復してきている。稼働率もようやく正常
に戻ってきている。� （十勝）
紙・紙加工品�
● �シートメーカーからの原材料の値上要請が出そろい、応諾はしていないがこれ
でやっと値上げの体制が整ったかのように思われる。実際は早くて年明けか次
年度からの実施になるだろう。需要の動向は、買い控えの影響が先行きの不安
感とともに色濃く残り、良くはない。
・先日、道の職員の方と名刺交換した際、名刺に大阪万博のロゴが入っていた
が、地元としては「あさひかわ菓子博」ではないかと思われる。� （全道）

窯業・土石製品�
● �11 月の生コン出荷量はおよそ 294 千m3（前年同月比 106.1％）。地域別には、
前年同月を上回った分会は 27 分会中、14 分会で前年（増加は8分会）を上回っ
た。前年同月と比較して増加したのは道南、小樽、釧路など。一方、減少した
のは千歳、後志、西十勝などであった。� （全道）

● �昨年と比べ砂利の販売価格は上昇しているが、燃料費や人件費等の上昇などに
より、収益の停滞が継続している。
・留萌管内天塩港の漂砂問題や船の手配が難航しているため、同港からの砂の
運搬が滞り、道央・道南における生コン用砂のストックが底をつく状況と
なっており、新幹線工事などインフラ整備に支障が出ている（JRTT 等を通じ
て北海道開発局にしゅんせつ工事の拡大を要望中）。� （全道）

鉄鋼・金属�
● �鋳物製品は総じて悪化している。自動車向けは国内販売台数の減少により微
減。上下水道向けは工事単価、運賃上昇にもかかわらず予算変動がなく発注
減。工作機械向けは、中国向けが減少、建設向けも減少。� （全道）

● �国内造船所は、2010 年代の造船不況で好条件の他産業へ人材が流出してから、
減少傾向が今でも続いて人員確保が非常に難しい。働き方改革の施行により時
間外労働の上限が月 45 時間・年間 360 時間と規制され労働力が減少し、仕事
量が増えている一方で建造体制のめどが立たず積極的に受注に参加できない造
船所が出てきている。� （函館）
一般機器�
● �全体的に、物価やエネルギー価格・原材料高騰の影響などにより、仕事が低迷
しているようだ。業種によっては、この時期、最盛期の半分程度に仕事量が落

主要DI の推移　前年同月との比較では、「売上高」、「景況」、「収益状況」の全て
が低下している。
　10月から11月の推移では、「売上高」、「収益状況」、「景況」の
全てが低下し、「売上高」は再びマイナス域となった。
　情報連絡員によると、製造業では雇用維持に努めているもの
の、依然として続く原材料・電力料金等の高止まりや最低賃金の
引き上げなどが、経営状況を圧迫しているとの声が寄せられてい
る。非製造業では、連休によりインバウンドや国内観光客は増加
しているものの、消費者の節約志向による売上や収益の伸び悩み
への影響について声が寄せられた。また、繁忙期となる燃料小売
業などでは、人手不足による需要への対応が追いつかないことを
懸念する報告もあった。

概 況

天気図の見方　各景況項目について調査月と前年同月を比較して、「増加」（または「好転」）したという回答（構成比）から「減少」（または「悪化」）という回答（構成比）を差し引
いた値（DI）をもとに作成。天気の表示は凡例のとおりです。

（凡例） 30以上 10～29 9～△10 △11～△29 △30以下

景況天気図（前年同月比）
全業種 製造業 非製造業

10月 11月 前月比 10月 11月 前月比 10月 11月 前月比

業界の
景況

△1.6
↘

0.7
↗

△2.6
↘△15.6 △17.2 △23.3 △22.6 △11.7 △14.3

売上高 △5.5
↘

16.4
↗

△17.1
↘4.4 △1.1 △6.7 9.7 10.0 △7.1

収益
状況

△2.8
↘

3.0
↗

△6.5
↘△15.6 △18.4 △13.0 △10.0 △16.7 △23.2

全業種 製造業 非製造業

10月 11月 前月比 10月 11月 前月比 10月 11月 前月比

販売
価格

△5.8
↘

5.9
↗

△11.4
↘32.2 26.4 16.7 22.6 40.0 28.6

取引
条件

1.0
↗

3.2
↗

△0.8
↘△6.7 △5.7 3.3 6.5 △11.7 △12.5

資金
繰り

△0.1
↘

6.7
↗

△3.6
↘△2.2 △2.3 △6.7 0.0 0.0 △3.6

雇用
人員

1.7
↗

3.8
↗

0.4
↗△18.9 △17.2 △16.7 △12.9 △20.0 △19.6

20.0

10.0

0.0

－10.0

－20.0

－30.0

－40.0

－50.0
景況 売上高 収益状況

R4.10 11 12 R5.1 2 3 4 5 5 66 7 8 9 10 11 7 8 9 10 1112 R6.1 2 3 4
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ちている所もある。
・中小企業向けの安定的な行政サイドの平準化された発注や早急な景気対策が
必要。中低所得者へ給付金（非課税世帯だけでなく）や所得税・扶養控除（特
に子育て世帯向け）の拡大見直し実施、食料品等の生活必需品の消費税減税
実施など。� （札幌）

● �受注の波が大きい。観光客は増加しているが、関連外の業種には中々波及して
こない。� （全道）
その他�
●人手不足、原材料高騰など経営環境は、依然として厳しい状況が続いている。�
（札幌）

非製造業
卸売業�
● �値上により消費者の動きが鈍くなったことで販売価格の上昇は一段落し、在庫
の増加が顕著。売上の減少により収益も低下傾向にある。
・季節商品は降雪により動き出したが、本格的な動きにはなっていない。
・採用難で人員の確保が難しく、離職も多いことから雇用人員は減少傾向。
・組合施設の貸会議室、展示室の利用は引き続き順調な推移。� （札幌）

● �上部団体より、11月移行の支払サイト60日以内とする注意喚起を行った。�（全道）
● �令和6年 11 月期の当組合買付高は仲卸、荷受 1,518,459 千円（税抜）で、先月の
10 月期実績額 1,492,326 千円（税抜）より 26,133 千円ほど増加した。11 月もとり
わけて生鮮価格高騰が進み、物量に比し、取扱金額が上昇した。� （道央）

● �当月の菓子卸も価格高騰により、売上は伸長している。ただ、節約志向が強
く、販売数量は伸長していない。来年3月に値上げを予定しているメーカーが
多く、売上は上がるものの、買い控えが警戒されている。� （全道）
小売業�
●前年比較　物販 95.8％、金融 89.8％
・11月は観光の閑散期のため、観光客もまばらで中心市街地の人通りは少な
かった。例年の同時期と比較して気温が高く、冬物の売れ行きが低調である。
業種別では、衣料品系の売上が 88％・家電が 91％と前年より減少しており、
物価高への不安から生活必需品以外の消費を控える傾向が続いている。�（旭川）

● �毎年、帯広市で商工会議所主催の年末全市連合大売出しを開催しているが、今
年度は、音更町と幕別町が加わり『とかち年末大売出し 2024』という名称で広
域での開催となった。この売り出しは、会議所が消費拡大を目的に続けている
恒例事業である。大型店の相次ぐ閉店などでの売り上げ減に歯止めをかけよう
と、今年は近隣町にも呼びかけ音更町と幕別町の商工会との共催が実現し、参
加店は昨年より2割増となった。今年は、11 年ぶりに 1000 円札のつかみ取り
を復活、十勝全体で盛り上がるのを期待したい。� （帯広）

● �最低賃金が 1,010 円に上がり、従来通りの働き方では扶養の範囲を超えるた
め、事業主の負荷が増えている。人手が少ない中、設備投資するほど体力のあ
る加盟店は非常に少なく、省力補助金などの国の対応策はあるものの、実施で
きる加盟店は今のところいない。� （日高）

● �11 月中旬になっても、各店からお歳暮ののしの印字依頼が少なかった。特売日
は雪と寒さのためか早朝の来場者が少なく、9時過ぎにようやく 30～40 人程
度の来場があったが、11 時過ぎには 20 人ほどになり、12 時過ぎには平日並み
の来場者だった。� （小樽）

● �11 月取扱高は、前年同月比 96％の状況。天候に恵まれ旅行客増加、飲食店客
増加にて賑わった。食品スーパーは、食品価格の値上げ、野菜価格の高騰によ
り顧客の買い物に影響を感じる。� （苫小牧）

● �11 月の小売業については、売上高は悪かった前年を落とすことなく同水準で維
持できたものの、収益面では、仕入価格の高騰などから悪化したとの声が多く
聞かれた。また、12 月にセールを予定している組合員店では、これまでDM
で案内していたが、郵便料金の値上げから今年は断念したとのこと。燃料販売
店においては、暖房シーズンを迎え、これからが繁忙期となるが、原油価格の
高騰から一般消費者は節約に走ることが予測されるといった懸念もある。
・旅行業は、年末年始の申込が自社企画商品の近隣温泉を中心に増加傾向で海
外旅行も数件受注、携帯電話販売業については、これまでとは違ったエリア
へ折込チラシを実施したところ、問合せや成約が増え新たな顧客の獲得に成
功、保険業は、企業への飛び込み訪問営業を実施しており現在4件の成約が
見込まれている。� （釧路）

● �今冬、人員不足により灯油等の配達が滞ってしまう恐れがある。そうならない
よう、組合員は計画的に配達を行っているが思うようにいかない。
・補助金の減額による価格の値上がりや人手不足で、現場の混乱は必至。�（上川）

●今年の自転車の販売はほとんど終了。� （全道）
● �ここ数年のこの時期は、「GoToトラベル」や「HOKKAIDO LOVE ！割秋冬
キャンペーン」などの影響もあって、連休以外でも賑わいが見られたが、今年
は少し落ち着いた感じで、閑散期に入る時期ということもあり、前半・後半の
連休での賑わいが目立っていた。
・当会は、12 日にスキマバイト紹介アプリの説明会を所属加盟店を対象に開催
した。昨今、観光業における人材不足が深刻であり、新たな人材確保策とし
てスキマバイトでの人材活用が増えつつあることから、求人サイト運営会社
を介してスキマバイト紹介アプリ担当者から、導入事例などを交えながら直
接ご説明いただいた。運用方法や注意点など非常に具体的で分かりやすく、
参加者からも質問が飛び交い大変参考になった。� （函館）

● �11 月は行事もなく、秋鮭の入荷も少なかった。それに伴って生筋子も前年の
1.5 倍と売上・利益ともに厳しい月だった。既存の全国チェーンの撤退や入れ
替わりが起こり、現状の道内スーパーの3強の構図が変化している。消費者と
しては、良い商品が安くなるような競争があればよい。� （札幌）

●売上高 2,300 万円、前年比 90％。大口得意先からの注文の減少。� （札幌）
● �11 月は、釧路で老舗のカレーチキン店がオープンし賑わいをみせた。10 月に
組合事業としてオープンしたパン屋も好調であった。12 月に焼き肉店がオープ
ン予定なので期待したい。11 月 15 日から商店街の歳末大売出しのイベントも
始まった。12 月も引き続き、入店客や売り上げに期待したい。� （釧路）

● �AV商品、特に大型液晶テレビが前年より売上減少しているが、北海道もエア
コンの売上が伸びていることから、前年比では、売上は横ばいで推移している。
・カーボンニュートラル、特にテレビ、冷蔵庫、エアコンの自治体のキャン
ペーンなどが必要。� （全道）

● �国内の自動車市場では、販売成約に至る確率が例年より高く推移しており、小
売価格も最高水準に達している。自動車メーカーからの新車供給は依然として
制約が続いているため、中古車市場への需要は引き続き強い状態が続いてい

る。最近2か月ほどは、輸出価格が下落傾向にあり、その影響で国内向けの在
庫は増加傾向。しかし、品質の良い車両に関しては買い手が集中する傾向があ
り、これにより仕入価格の上昇を招いている。また、自動車メーカーの販売戦略
にも特徴が見られ、リース向け車両の供給は比較的スムーズである一方、一般
の国内販売向けでは供給に慎重な姿勢が見られる。納車に関する基準も明確で
ない部分がある。新車に関しても、メーカーは国内市場よりも海外市場を優先す
る傾向が見られ、結果として国内の自動車流通は依然として厳しい。� （札幌）

●農作業の安全を踏まえて機械の点検を行っている。� （全道）
● �去年は補助事業で「プリペイドプレミアム 20％ポイントアップ」事業があった
が、今年はないのでその分大幅に売上が減少した。� （網走）
商店街�
● �11 月といえば、かつては北海道観光の閑散期であったが、今はインバウンドを
中心に大きな落ち込みもない時期に変貌し、特に都心部商店街では、再開発の
進展もあり、売上の増加にも貢献する状況を作り出している。一方、市内商店
街全体としては、物価高、人手不足の解消に向けた出口は全く見えてこない。
「商品価格上昇の影響により購買意欲が低下」、「家計消費が低調」、「客足に反
して購買が振るわない」、「生活必需品の購入で精いっぱいで、嗜好品や耐久財
は苦しい」といった声も聞かれている。� （札幌）
サービス業�
● �地質調査関連の受注契約総額は、受注単価や業務経費の増額に伴い、前年同月
比で1割程度上昇しているが、契約業務数量が減少しているため、大きく収益
を改善するレベルまでに達していない。また、繁忙期を迎え、各組合員会社の
受注及び収益状況にかなりばらつきが出ているようである。下請振興法に基づ
く振興基準が 11 月1日に改正されたため、業界挙げて改正点についての周知
活動が行われている。� （全道）

● �この先は季節柄、燃料の消費増に加え、光熱費・消耗品等営業に係る経費が依
然として大きく、営業は厳しい。� （全道）

● �新型コロナウィルスによるパンデミックに端を発して、感染リスクの減少や企
業収益への影響の軽減、そして働く環境の多様性と生産性向上を狙いとした働
き方改革が始まり、以来、在宅勤務制度（テレワーク）を多くの道内中小 IT 企業
でも取り入れてきた。しかし導入後4年を経過した現在、首都圏の大手企業で
は出社回帰が叫ばれ、在宅勤務と出社を組み合わせたハイブリッドな就業の企
業や原則出社の企業が増えている。在宅勤務での生産性向上がそれほど見込め
なくなってきたことや上司や同僚とのコミュニケーションが手薄になっている
こと、そして就業管理の難しさが指摘されて始めたためだ。さらに、道内中小
IT 企業でも大きな経営課題となっている、技術人材の離職者増加の改善策とし
て、面前での社員間コミュニケーションによる意思疎通が有効な対策となるこ
とから出社回帰の企業が顕著に増加している。新型コロナウィルスが鎮静化し
たこともあって、今後も出社を前提とした勤務体制が主流となることは間違い
ないようだ。� （全道）

● �道内客減少、道外客増。今期初めて海外客が前年比減少。総数入込前年比減
95.4％。� （十勝）
建設業�
● �原材料費の増加は落ち着きの兆しもうかがわれるが、今後の推移には注視する
必要がある。また、人件費の増加は続いており、収益への影響が生じているほ
か、雇用人員不足による事業への影響も出ており、新たな事業獲得が難しい状
況にある。4月からの働き方改革の対応に苦慮している。
・技能実習制度から育成就労制度へ変わる情報についてご指導が必要。�（札幌）

● �官庁工事については、第二四半期（7～9月）以降、入札不調が少しずつ目立ち
はじめ、電気工事での不調は多くはないが、設備工事の不調による影響が深刻
になりつつある。各官庁では、「物価スライド制」（契約後も資材費の高騰に応
じて設計変更できる）や「見積活用方式」（公共工事単価でなく実情の見積額を
反映した設計価格）など、業界の意見を聞きながら不調対策に取り組みつつあ
る。併せて、設計業界の人材不足が更に深刻で、令和7年度に発注が予定され
ている物件について、詳細設計が間に合わず、発注が先延ばしになる懸念が増
大している。今後の発注予測自体は、照明 LED化、エアコン設置、GXによる
太陽光発電設置、防衛予算の倍増など、2027 年までは極めて多いことが予測さ
れている。
・民間工事では、マンションや戸建住宅、携帯電話設備等の分野で一部冷え込
みは見られるものの、相対的には、高度成長期竣工施設の建替え需要（再開
発等）、インバウンド増加に対するホテル計画、そして、何よりも半導体工
場建設とそれに伴う工場、物流施設、住宅、施設などの計画（千歳、恵庭、
北広島、札幌にまたがる地域）の発注や計画はかなり多い状況。
・資材費、人件費高騰に伴う「価格転嫁」について、電気、設備業界の極度の
人材不足の影響もあって、ある程度は、発注側業界やゼネコン業界にて配慮
されて少しずつ改善されつつある。ただし、世の中の資材費、燃料等諸経
費、人件費等の高騰のスピードが早く、なかなか収益改善にまで至っていな
いのが現状である。
・「働き方改革」について、官庁工事は「週休2日型」の導入により少しずつ
改善されてきている。民間現場について、一部ゼネコンによっては「隔週で
土曜日閉所」等の動きも見られるが、来春竣工予定の現場の多くは竣工に間
に合わせるためにも、長時間労働がなかなか改善されないのではと懸念する
ところである。
・国、道、市町村の公共工事について、発注価格の改善をはじめ、余裕ある工期
設定、発注時期の分散化、配置技術者の要件緩和、書類の簡素化、学校改修等
の場合の施工時間や時期の改善、DX推進による業務効率化など、「人材難」
への対策を進めていただいているので、これを更に進めてもらいたい。�（全道）

● �今年度予定の公共工事は、概ね完了の状況。追加工事の予定は入っていない。
初雪が降ったが、道路の雪は解けている。今年は、雪が多い年になる予報が出
ており、除雪業者は準備に追われている。� （名寄）
運輸業�
● �顧客の労働時間問題から土曜休業が増えたことにより、稼働は減っている。そ
の分をカバーする仕事があるかどうかで収益が変わっている。� （小樽）

● �農産物については、作柄が良かったことから荷動きも順調。11月中旬の JR脱線事
故の影響で本州向けシャーシ輸送が増加、反面道内のトラックが不足気味であっ
た。一般カーゴは先月に引続き、半導体製造工場関連の貨物が増加しており、ユ
ニック車が不足している。域内輸送も前年より荷動きが良くなっている。�（石狩）

● �売上高は、前年同月比（11 月）8.31％減少。乗務員数は、前年同月比（11 月）
4.0％減少。11 月分チケット取扱高は、前年同月比 9.18％増加� （旭川）
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支部だより

「けんぶち産キヌア」
北海道の大地が育んだスーパーフード！！
　皆さん「キヌア」を知っていますか。南米アンデス
山脈原産の植物で、栄養価が非常に高い「スーパー
フード」として注目されています。キヌアは、道内で
も栽培されており、剣淵町では、町内の生産者でつく
るけんぶち産キヌア生産普及組合（代表　高橋朋一氏）
が栽培・収穫を行っています。
　国産キヌアは、大量生産の前例がなく、製品化や生
産拠点の立ち上げまでに7年もの歳月を費やした努力
の賜物です。
　剣淵産のキヌアは、高い栄養価と豊富な食物繊維、
アミノ酸を誇り、健康を意識した食生活にぴったりの
スーパーフードとして注目されています。特に、タン
パク質が豊富かつグルテンフリーなので、ヴィーガン
やダイエット中の方にもおすすめです。
　厳しい北海道の気候条件を乗り越え、丁寧に栽培さ

れたキヌアは、豊かな風味が特
徴で、サラダやスムージー、
スープなど様々な料理に活用
できます。
　令和6年10月には、生産者
の株式会社けんぶちVIVA
マルシェが「焙煎キヌア」を
開発し、北海道新技術・新製
品開発賞の食品部門で大賞に
選ばれました。
　この受賞を契機に、剣淵産
のキヌアはますます注目を集め、地元経済にも新たな
希望をもたらしています。北海道の自然の恵みと、生
産者の情熱が詰まった「けんぶち産キヌア」を是非お
試しください。

くしろウインターパークが開催されます
　釧根管内も本格的な冬が訪れ、釧路市内では、降
雪量が少ない分、吐く息が凍てつくような季節を迎
えています。今回は釧路市で行われる冬のイベン
ト、公園の遊歩道を凍らせた日本で唯一のスケート
パーク「くしろウインターパーク」を紹介します。

特設のスケートパー
クでのアイスホッ
ケーや、勾配がある
リンクのスケートで
体を動かすことはも
ちろん、音楽と約10
万球のイルミネー
ションにより、幻想的
な光景が広がります。
　また、イベント会場
には、飲食ブースや

キッチンカーの出店もあり、屋外
でも温かい食事を楽しむことが
できます。
　なお、霧で有名な釧路も冬季は比較的発生しにく
く、空気が澄んでいることから、あわせて徒歩圏内
にある釧路市最大の繁華街「末広町」にも寄ってい
ただくと、繁華街に広がる店の灯りも一層煌びやか
に見えるのではないでしょうか。
　防寒対策は万全に、是非冬の釧路を訪れてみませ
んか？

上川・宗谷支部（旭川市）所管／上川・宗谷総合振興局・留萌振興局管内駐在職員／外川事務所長・長谷川主事

釧根支部（釧路市） 所管／釧路総合振興局・根室振興局管内
駐在職員／竹内事務所長・青木主事

株式会社けんぶち VIVA マルシェ HP
https://vivamarche.com/quinoa/

日　時　�1月 18 日（土）～2月9日（日）の金・土・日��
金曜：17時～20時　土曜・日曜　15時～20時

場　所　�釧路市幸町緑地� �
（釧路市観光国際交流センター前庭）

料　金　入場無料　※�スケート滑走料は別途必要に
なります。

問合せ　�くしろウインターパーク実行委員会� �
（TEL：0154-41-4141）まで
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2組合が本会事業「組合活性化助成事業」を活用し
て講習会を開催
　当事業は、会員組合が組合員事業者を対象に実施
する研修会、講習会等に対し、費用の一部を助成す
る公募型の事業で、今年度空知支部においては、岩
見沢環境整備事業協同組合と滝川環境維持管理協同
組合が次のとおり講習会を実施しました。
　岩見沢環境整備事業協同組合（江本勝典理事長、
組合員11名）は、10月26日（土）、イベントホール赤
れんが（岩見沢市）において、講師にキャリアコンサル
タントの長谷川ひとみ氏を招き、「モチベーションと
チームワークを向上させるために必要なこと」と題

し、47名が参加して
講習会を実施しました。
　当組合は、岩見沢
市より一般廃棄物の
収集運搬業務を中心

に受注しており、業務は、作業
員のチームワーク、組合員間の
連携が必要となることから、大
変有意義な講習会となりました。
　滝川環境維持管理協同組合（古川廣伸理事長、組合
員16名）は、10月30日（水）、�
スキルアップセンター空知
（滝川市）において、接遇講
師　瀬川智代氏を招き、「苦
情・クレームに対する適切な対応の方法について」と
題し、46名が参加して講習会を実施しました。
　当組合は、滝川市より市道の除排雪業務を受注
し、豪雪地帯であることから昼夜を問わず、業務に邁
進されていますが、100％地域住民が納得できる対応
が困難であることから、このテーマで実施しました。
　参加者は、相手の理解が得られる対応方法を習得
しようと、真剣な眼差しで受講されていました。

室蘭商工会議所 100 周年記念式典・祝賀会が開催さ
れました！
　11 月6日（水）、室蘭商工会議所は、創立 100 周
年を迎え、室ガス文化センターにて室蘭商工会議所
創立 100 周年記念式典が開催されました。当日は、
市内外から約 200名が出席し“百寿”を祝いました。
　室蘭商工会議所は、大正 13 年 11 月6日に道内5
番目となる室蘭商業会議所として誕生し、時代の変
遷とともに浮上した問題の解決に向けて、地元経済
団体としてリードしてきた存在です。

　中田孔幸会
頭は、挨拶で
「新たな100年�
に向けて時代
環境の変化に
適応しなが
ら、歴史と伝

統を受け継ぎ、固い絆で団結
しキャッチフレーズ『「明日の
ために」をこれ
からも』を実践
していく」と今
後の決意を新た
にしていました。
　式典では、創立 100 周年特別表彰、記念事業の紹
介、創立 60 周年タイムカプセル開封報告の後、室
蘭ふるさと大使で永谷園の五十嵐仁取締役会長から
「100 と 50 と PDCA」をテーマに記念講演が行わ
れました。
　その後行われた祝賀会では、中田会頭ら 21 人が
「よいしょ」の合図で木づちを振って鏡開きを行っ
たのち、出席者が杯を交わして結束を強くしました。
　大きな節目の年を迎え、商工業、地域活性化のた
め更なる発展、ご活躍をお祈り申し上げます。

胆振支部（室蘭市） 所管／胆振総合振興局管内
駐在職員／若狹事務所長・水内主事

空知支部（岩見沢市） 所管／空知総合振興局管内
担当／連携支援部　田口課長
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町

十

五

番

地

の

一

電

　話

　〇
一
一
―
三
八
四
―
三
二
六
二

代
表
理
事

杉

野

邦

彦

北
海
道
菓
子
工
業
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
南
一
条
西
四
丁
目
十
三

電

　話

　〇
一
一
―
二
二
一
―
七
八
四
八

長

沼

昭

夫

協
同
組
合

　札
幌
総
合
卸
セ
ン
タ
ー

理
事
長

守

　
　
　和

　彦

事
務
局
〒
060
―
0906
札
幌
市
東
区
北
六
条
東
四
丁
目
一
│
七

電

　話（
〇
一
一
）七
二
一
―
一
一
〇
一

F
A
X（
〇
一
一
）七
二
一
―
一
一
九
七

札
幌
電
気
工
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
大
通
東
三
丁
目
二

　
　
　
　
　
　北
海
道
電
気
会
館

電

　話

　〇
一
一
―
二
三
一
―
一
七
七
一
番

理
事
長

鈴

木

暁

彦

副
理
事
長

須

　藤

　
　
　讓

副
理
事
長

伏

　木

　
　
　淳
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本　部

札
幌
丘
珠
鉄
工
団
地
協
同
組
合

札
幌
市
東
区
北
丘
珠
三
条
四
丁
目
三
番
三
号

電

　話

　〇
一
一
―
七
九
一
―
一
二
二
一

F
A
X

　〇
一
一
―
七
九
一
―
一
二
二
三

理
事
長

鶴

巻

孝

明

〒
007

0883
ー

北
海
道
電
機
商
業
組
合

理
事
長

札
幌
市
北
区
北
二
十
五
条
西
三
丁
目
二
番
十
八
号

電

　話

　〇
一
一
―
七
〇
九
―
五
四
三
九

F
A
X

　〇
一
一
―
七
〇
九
―
五
七
一
九

青

木

昭

二

石
狩
新
港
機
械
金
属
工
業
協
同
組
合

〒
〇
六
一
―
三
二
四
一

石
狩
市
新
港
西
三
丁
目
七
四
九
―
一

電

　話

　〇
一
三
三
―
七
三
―
八
二
一
一
番

F
A
X

　〇
一
三
三
―
七
三
―
八
二
一
二
番

理
事
長

美

　馬

　
　
　剛

札
幌
中
央
信
用
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
南
二
条
西
二
丁
目
十
二
番
地

電
話
代
表

　（
〇
一
一
）
二
三
一
―
八
一
三
六
番

フ
ァ
ッ
ク
ス

　（
〇
一
一
）
二
二
二
―
一
九
八
三
番

h
ttp
s://w

w
w
.sa-ch

ush
in
.sh
in
k
um
i.jp
/

泉

　
　
　融

　和

〒060－8513

北
海
道
印
刷
工
業
組
合

理
事
長

岸

　
　
　昌

　洋

札
幌
市
豊
平
区
美
園
三
条
五
丁
目
一
番
十
五
号

原
ビ
ル
四
階

電 

話 

〇
一
一
―
五
九
五
―
八
〇
七
一
番

北
海
道
自
動
車
整
備
協
同
組
合
連
合
会

会

　長
札
幌
市
東
区
北
二
十
四
条
東
一
丁
目
一
番
十
二
号

電

　話

　〇
一
一
―
七
三
一
―
七
一
〇
七

横

井

　
隆

副
会
長

竹

川

秀

幸

北
海
道
電
気
資
材
卸
業
協
同
組
合

理
事
長

三

神

　
司

札

幌

市

中

央

区

大

通

東

三

丁

目

二

　

　

　

　

　

　北

海

道

電

気

会

館

電

　話

　（
〇
一
一
）
二
七
一
―
二
九
三
一

北
央
信
用
組
合

理
事
長

〒
〇
六
〇
―
〇
〇
六
一

札
幌
市
中
央
区
南
一
条
西
八
丁
目
七
―
一

電
話
代
表

　（
〇
一
一
）
二
六
一
―
九
一
五
一

F
A
X

　（
〇
一
一
）二
六
一
―
九
一
五
〇

h
ttp
s://w

w
w
.h
o
k
u
o
h
.sh
in
k
u
m
i.jp
/

畠

山

則

和
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本　部

森

川

唯

志

北
海
道
紙
器
段
ボ
ー
ル
箱
工
業
組
合

札
幌
市
中
央
区
北
四
条
西
十
二
丁
目
一
番
地

電
　
話
　（
〇
一
一
）二
二
一
―
七
五
七
五

理
事
長

北
海
道
税
理
士
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
二
十
丁
目
二
番
二
十
八
号

電

　話

　〇
一
一
―
六
四
三
―
一
三
三
五
番

石

川

信

之

北
海
道
石
油
業
協
同
組
合
連
合
会

　北
海
道
石
油
商
業
組
合

札
幌
市
豊
平
区
平
岸
一
条
六
丁
目
十
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
八
二
二
―
八
一
一
一

河

辺

善

一

会

　長

理
事
長

三

津

橋

　
央

北
海
道
木
材
産
業
協
同
組
合
連
合
会（
道
木
連
）

代
表
理
事
会
長

札
幌
市
中
央
区
北
四
条
西
五
丁
目
一
番
地

林
業
会
館
三
階

電
話
代
表

　（
〇
一
一
）二
五
一
―
〇
六
八
三
番

F
A
X

　（
〇
一
一
）二
五
一
―
〇
六
八
四
番

事
務
所

北
海
道
食
糧
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
白
石
区
本
通
十
九
丁
目
南
二
―
七

電

　話

　〇
一
一
―
八
四
六
―
二
一
九
一
番

理
事
長

箱

石

文

祥

札
幌
建
設
運
送
株
式
会
社

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
a
k
k
e
n
s
o
.
c
o
m
/

〇
〇
三
―
〇
〇
三
〇 

札
幌
市
白
石
区
流
通
セ
ン
タ
ー
五
丁
目
六
番
四
三
号

T
E
L

　（
〇
一
一
）
八
六
三
―
三
六
六
六
番

F
A
X

　（
〇
一
一
）
八
六
二
―
八
二
三
四
番

代
表
取
締
役

矢

　部

　和

　彦

北
海
道
砂
利
工
業
組
合

理
事
長
代
行

富

岡

正

幸

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
十
丁
目
一

原
田
ビ
ル

電

　話

　〇
一
一
―
二
八
一
―
二
三
八
一
番

協
同
組
合
石
狩
新
港
卸
セ
ン
タ
ー

理
事
長

石
狩
市
新
港
西
一
丁
目
七
二
一
番
地

電
　
話
　
〇
一
三
三
―
七
三
―
七
一
一
一
番

梅

本

成

利

北
海
道
青
果
商
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
東
区
北
十
三
条
東
十
四
丁
目

電

話

　〇
一
一
―
七
二
一
―
五
一
二
六

　
橋

秀

典
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本　部

札
幌
塗
装
工
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
白
石
区
東
札
幌
五
条
一
丁
目

　
　
札
幌
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
内

〇
一
一
│
八
二
二
│
四
一
一
六

大
　
島
　
一
　
哉

札
幌
発
寒
工
業
団
地
協
同
組
合

理
事
長

福

田

年

勝

札
幌
市
西
区
発
寒
十
六
条
十
四
丁
目
五
―
二
五

T
E
L

　〇
一
一
―
六
六
三
―
四
三
一
一
番

F
A
X

　〇
一
一
―
六
六
三
―
八
三
〇
一
番

官
公
需
適
格
組
合

札
幌
市
管
工
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
北
二
条
東
八
丁
目
八
六
番
一
〇
号

T
E
L

　（〇
一
一
）二
二
二
―
一
八
一
一（
代
表
）

F
A
X

　（〇
一
一
）二
二
二
―
三
〇
二
一

理
事
長

弘

　田

　
　
　安

〔
豊
富
な
経
験
〕〔
優
れ
た
技
術
〕〔
ま
か
せ
て
安
心
〕

水
ま
わ
り
の
こ
と
な
ら
札
管
協
修
繕
セ
ン
タ
ー
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
を
！

〒
060

0032
―

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　〇
一
二
〇
―
二
二
四
―
八
八
九

全
国
公
衆
浴
場
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会
副
理
事
長

北
海
道
公
衆
浴
場
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

札
幌
公
衆
浴
場
商
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
十
二
丁
目
四
│
七
八

B
D 

W
E
S
T
12 

3
階

電

　話

　〇
一
一
│
五
二
二
│
七
八
三
二

F
A
X

　〇
一
一
│
五
二
二
│
七
八
三
三

理
事
長

小

　西

　廣

　幸

中
屋
敷

　
　
　剛

北
海
道
左
官
業
組
合
連
合
会

会

　長
〒
〇
〇
三
―
〇
〇
〇
五

札
幌
市
白
石
区
東
札
幌
五
条
一
丁
目
一
番
二
号

札
幌
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

電

　話

　〇
一
一
―
八
三
三
―
〇
三
三
〇

F
A
X

　〇
一
一
―
八
三
三
―
〇
三
三
二

北
海
道
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
組
合

北
海
道
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合
連
合
会

札
幌
市
白
石
区
東
札
幌
一
条
四
丁
目
二
四
番
五

電

　話
（
〇
一
一
）
八
三
二
│
五
一
六
一

F
A
X
（
〇
一
一
）
八
三
二
│
五
二
〇
九

成

田

眞

一

理
事
長

会

　長

官
公
需
適
格
組
合
千
歳
市
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合

千

歳

市

上

長

都

四

番

地

五

電

　話

　〇
一
二
三
―
二
五
―
六
九
〇
〇

代
表
理
事

茎

　津

　俊

　爾

副
理
事
長

浜

　
　
　聡

　彦

専
務
理
事

今

　野

　弘

　隆

常
務
理
事

五
十
嵐

　
　
　剛

柏

倉

正

剛

北
海
道
街
商
協
同
組
合

札
幌
市
北
区
北
二
五
条
西
十
四
丁
目
一
番
三
号

電

　話

　〇
一
一
│
七
一
六
│
五
二
六
〇

理
事
長

清

　水

　秀

　樹

副
理
事
長

前

　川

　二
三
男
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本　部

官
公
需
適
格
組
合

　札
幌
建
具
工
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
西
区
二
十
四
軒
一
条
七
丁
目

電

　話

　（
〇
一
一
）六
二
一
―
七
五
七
五
番

島

崎

一

則

事
務
局
063

0801
ー

北
海
道
木
材
市
場
協
同
組
合

〇
〇
二
―
八
〇
五
二

札
幌
市
北
区
篠
路
町
上
篠
路
七
番
地
八

電

　話

　〇
一
一
―
七
七
五
―
七
七
五
五

理
事
長

加
賀
谷

　雅

　治

共
通
産
業
協
同
組
合

代
表
理
事札

幌
市
白
石
区
本
通
十
八
丁
目
一
―
一

第
五
栄
輪
ビ
ル
3
F
―
B

電

　話

　〇
一
一
―
五
九
八
―
一
三
六
八

福

沢

誠

人

北
海
道
米
菓
工
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
南
二
条
西
七
丁
目
一
―
四

フ
ァ
ミ
リ
ー
ビ
ル
六
階

電
　
話
　
〇
一
一
―
二
五
一
―
一
四
二
三
番

副
理
事
長

坂
　
口
　
幸
　
司

理
事
長

阿

部

悦

夫

札
幌
河
川
維
持
管
理
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
二
丁
目
経
済
セ
ン
タ
ー
五
階

札
幌
中
小
建
設
業
協
会
内

電

　話

　〇
一
一
―
二
五
二
―
七
二
六
八

理
事
長

安

田

謙

一

官
公
需
適
格
組
合

I
T
＆
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
集
団

戦
略
経
営
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
同
組
合

理
事
長

赤

羽

幸

雄

札
幌
市
白
石
区
平
和
通
九
丁
目
北
一
―
二
九

電

　話

　〇
一
一
―
八
六
一
―
四
八
〇
〇

U
R
L

　

http://w
w
w
.senryakukeiei.net

理
事
長

　
　田

　孝

　雄

北
海
道
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
柔
整
協
同
組
合

北
海
道
知
事
認
可

日
本
保
健
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
柔
整
協
同
組
合
連
合
会
会
員

厚
生
労
働
大
臣
認
可

札
幌
市
中
央
区
南
一
条
西
十
三
丁
目
三
一
七
―
三

フ
ナ
コ
シ
ヤ
南
一
条
ビ
ル 

三
階

電

　話

　〇
一
一
│
二
一
三
│
一
〇
三
三

石
狩
東
北
部
道
路
維
持
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

澤

田

尚

樹

〒
〇
六
七
―
〇
〇
〇
二

江
別
市
緑
町
西
一
丁
目
一
一
四
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
三
八
二
―
六
六
六
〇

F
A
X

　〇
一
一
―
三
八
二
―
六
六
六
一

横

井

　
隆

札
整
振
自
動
車
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
東
区
北
二
十
四
条
東
一
丁
目
一
番
十
二
号

電

　話

　〇
一
一
―
七
五
一
―
一
四
一
一

北
海
道
イ
ン
テ
リ
ア
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
南
二
条
西
十
九
丁
目

　
　南
二
条
マ
ン
シ
ョ
ン

　一
〇
二
号

電

　話

　〇
一
一
―
六
四
二
―
六
二
二
三

大

　縄

　雅

　義
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本　部

北
海
道
昆
布
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
七
丁
目

　
　
　
　第
二
水
産
ビ
ル

　七
階

電

　話

　〇
一
一
―
二
七
一
―
八
〇
六
八

山

本

哲

治

札
幌
集
団
給
食
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
白
石
区
平
和
通
十
七
丁
目
北
十
三
―
十
五

電
　
話
　
〇
一
一
―
八
四
六
―
六
六
五
一

平
　
井
　
　
　
司

札
幌
建
設
工
業
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
中
央
区
大
通
東
七
丁
目
一
番
地

〇
一
一
―
二
五
一
―
六
五
三
五

木

村

幸

男

北
海
道
基
礎
工
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
北
区
北
六
条
西
六
丁
目
二
番
地

（
第
三
山
崎
ビ
ル
）

電

　話

　〇
一
一
―
七
三
六
―
七
八
八
六
番

関

本

厚

自

札
幌
団
地
倉
庫
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
白
石
区
流
通
セ
ン
タ
ー
二
丁
目
二
番
一
号

電

　話

　〇
一
一
―
八
六
一
―
七
一
七
一

柏

　木

　
　
　稔

札
幌
水
産
物
商
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
北
十
二
条
西
二
十
丁
目

電
　
話
　
〇
一
一
―
六
一
一
―
八
三
〇
一
番

理
事
長

佐
々
木
　
貞
　
幸

札
幌
歯
科
医
師
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
南
七
条
西
十
丁
目

電

　話

　〇
一
一
―
五
三
一
―
一
一
七
五
番

F
A
X

　〇
一
一
―
五
三
一
―
一
三
五
三
番

渡

邉

高

和

札
幌
地
方
中
古
自
動
車
販
売
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
東
区
東
雁
来
町
二
五
九
番
十
六

電

　話

　〇
一
一
―
八
七
二
―
五
一
八
一
番

近

藤

　
昇

北
海
道
都
市
開
発
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
南
一
条
西
十
丁
目
三
―
二

　
　
　
　
　南
一
条
道
銀
ビ
ル
二
F

電

　話

　〇
一
一
―
二
八
一
―
二
八
七
一

中

島

昌

八

札
幌
鉄
工
関
連
協
同
組
合

札
幌
市
西
区
発
寒
十
四
条
十
一
丁
目
一
番
十
八
号

電

　話

　（
〇
一
一
）
六
六
一
―
二
六
四
八
番

理
事
長

今

　井

　一

　彦

北
武
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
豊
平
区
月
寒
中
央
通
六
丁
目

電

　話

　〇
一
一
―
八
五
一
―
三
三
二
三

小

西

政

秀

協
同
組
合
札
幌
木
工
セ
ン
タ
ー

代
表
理
事

札
幌
市
西
区
発
寒
七
条
九
丁
目
四
番
三
十
三
号

電
　
話
　
〇
一
一
―
六
六
二
―
六
一
六
一
番

安

田

浩

康
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本　部

北
海
道
板
金
工
業
組
合

理
事
長

札
幌
市
白
石
区
東
札
幌
五
条
一
丁
目
一
―
二

電

　話

　〇
一
一
―
八
一
一
―
七
二
一
五

川

島

隆

司

北
海
道

商
業
協
同
組
合

自

転

車

軽
自
動
車

理
事
長

札
幌
市
西
区
琴
似
三
条
三
丁
目
一
番
四
十
七
号

ブ
ラ
ン
シ
ュ
ー
ル

　一
│
E

電

　話

　〇
一
一
―
六
一
二
―
〇
〇
〇
一

春

木

直

人

北
海
道
競
走
馬
輸
送
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
豊
平
区
西
岡
四
条
九
丁
目
一
―
二
五

電

　話

　〇
一
一
―
八
五
五
―
四
八
五
〇

理
事
長

七

　條

　
　
　稔

赤
帽
北
海
道
軽
自
動
車
運
送
協
同
組
合

札
幌
市
東
区
北
三
十
条
東
二
十
丁
目
七
―
三

T
E
L

　（〇
一
一
）七
九
〇
―
七
一
二
二

理
事
長

西

田

耕

二

札
幌
市
中
央
卸
売
市
場

　札
幌
青
果
卸
売
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
十
二
条
西
二
十
丁
目
二
番
二
号

電

　話

　〇
一
一
―
六
二
一
―
六
六
六
五
番

辻

　
　
　恭

　行

副
理
事
長

辻

　
　
　昌

　宏

専
務
理
事

伊

藤

義

尚

北
海
道
指
定
自
動
車
学
校
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
北
九
条
西
十
八
丁
目

北
海
道
指
定
自
動
車
教
習
所
協
会
内

電

　話

　〇
一
一
―
六
三
三
―
七
三
二
〇

理
事
長相

馬

純

一

札
幌
手
稲
工
業
団
地
協
同
組
合

札
幌
市
手
稲
区
曙
二
条
四
丁
目
四
番
三
十
六
号

電

　話

　〇
一
一
―
六
八
二
―
〇
二
七
四

理
事
長

佐

藤

泰

光

北
海
道
パ
ン
・
米
飯
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
三
丁
目
一
番
地
札
幌
北
三
条
ビ
ル

電

　話

　〇
一
一
―
二
三
一
―
二
二
三
九

伊

　原

　潤

　司

副
理
事
長

林

　
　
　隆

　義

副
理
事
長

佐

　藤

　秀

　宣

札
幌
生
花
商
業
協
同
組
合

札
幌
市
白
石
区
流
通
セ
ン
タ
ー
七
丁
目
三
―
五

T
E
L

　〇
一
一
―
八
九
二
―
三
九
三
八

F
A
X

　〇
一
一
―
八
九
二
―
九
二
二
九

理
事
長

岡

　田

　比
登
志

北
海
道
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
ブ
ロ
ッ
ク
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
白
石
区
本
通
二
十
一
丁
目
北
二
番
一
号

電

　話

　〇
一
一
―
八
六
一
―
一
八
四
四

近

　藤

　武

　史

北
海
道
自
動
車
共
済
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
東
区
北
三
十
条
東
一
丁
目
三
番
二
号

電

　話

　〇
一
一
―
七
二
一
―
五
二
三
三
番

松

浦

良

一

北
海
道
ハ
イ
ウ
ェ
イ
サ
ー
ビ
ス
協
同
組
合

札
幌
市
豊
平
区
豊
平
四
条
十
二
丁
目
一
―
二
十
七

T
E
L
（
〇
一
一
）
八
三
一
―
九
五
五
五

F
A
X
（
〇
一
一
）
八
一
二
―
〇
六
九
〇

〒
062－
0904

代
表
理
事

理

事

長

石

田

直

樹
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本　部

北
海
道
歯
科
医
師
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
二
丁
目

電

　話

　〇
一
一
―
二
五
一
―
九
五
四
七

針

　谷

　
　
　毅

札
幌
市
中
央
卸
売
市
場

　道

央

青

果

協

同

組

合

事
務
所

　札
幌
市
中
央
区
北
十
二
条
西
二
十
丁
目
二
番
二
号

（
札
幌
市
中
央
卸
売
市
場
内
）

電
話
代
表

　〇
一
一
―
六
一
一
―
八
七
五
五
番

F
A
X

　〇
一
一
―
六
二
一
―
八
三
二
九
番

理
事
長

藤

田

一

仁

北
海
道
ト
ラ
ッ
ク
交
通
共
済
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
南
九
条
西
一
丁
目
一
番
十
一
号

電

　話

　〇
一
一
│
五
二
〇
│
五
一
六
一

大

友

龍

之

北
海
道
土
質
試
験
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
白
石
区
北
郷
一
条
八
丁
目
三
番
一
号

電

　話

　〇
一
一
―
八
七
三
―
九
八
九
五

舟

　田

　幸
太
郎

北
海
道
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
防
水
工
事
業
協
同
組
合

札

幌

市

中

央

区

北

二

条

東

三

丁

目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　マ
ル
タ
ビ
ル
札
幌

電

　話

　〇
一
一
―
二
二
二
―
〇
〇
一
九

理
事
長

　
　木

　好

　一

官
公
需
適
格
組
合

　
協
同
組
合
札
幌
広
告
美
術
協
会

札
幌
市
中
央
区
南
一
条
西
十
七
丁
目

白
樺
ビ
ル

電
　
話
　
〇
一
一
―
六
二
一
―
二
三
九
三
番

理
事
長

林
　
　
　
昌

　彦

北
海
道
芝
生
生
産
者
協
同
組
合
連
合
会

札
幌
市
中
央
区
南
五
条
西
一
丁
目

北
一
ビ
ル

　四
階

電

　話

　〇
一
一
―
五
一
二
―
二
八
三
三

F
A
X

　〇
一
一
―
五
一
二
―
六
五
六
〇

会

　長

田

村

博

昭

ぎ
ょ
れ
ん
協
同
会
社
事
業
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
七
丁
目
一
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
二
八
一
―
八
五
二
四

大

谷

内

　
優

札
幌
流
通
セ
ン
タ
ー
運
送
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
白
石
区
流
通
セ
ン
タ
ー
五
丁
目
三
番
三
十
号

電

　話

　〇
一
一
―
八
六
四
―
六
一
七
一
番

理
事
長

中

　村

　
　
　潤

札
幌
市
薄
野
ゼ
ロ
番
地
飲
食
業
協
同
組
合

組
合
事
務
所

　札
幌
市
中
央
区
南
六
条
西
四
丁
目

T
E
L

　五
二
一
―
〇
一
一
六

理
事
長

成

　澤

　
　
　章

北
海
道
自
動
車
処
理
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
清
田
区
美
し
が
丘
一
条
四
丁
目
一
―
十
二

電

　話

　〇
一
一
―
三
七
四
―
八
二
〇
〇
番

石

　上

　
　
　剛

札
幌
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
白
石
区
東
札
幌
一
条
四
丁
目
二
十
四
番
五

電

　話

　〇
一
一
―
八
三
二
―
五
一
一
〇

成

田

眞

一
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本　部

北
海
道
味
噌
醤
油
工
業
協
同
組
合

理
事
長札

幌
市
中
央
区
北
二
条
西
十
丁
目
一
│
十
四

植
物
園
グ
ラ
ン
ド
ハ
イ
ツ

　東
一
一
〇

電

　話

　〇
一
一
│
二
〇
四
│
六
八
〇
〇

F
A
X

　〇
一
一
│
二
八
一
│
七
八
九
〇

岩

田

洋

二

〒
003

0876
│

心
陽
軽
自
動
車
運
送
協
同
組
合

理
事
長

札
幌
市
白
石
区
東
米
里
二
一
九
四
番
二

T
E
L

　（
〇
一
一
）
八
七
二
│
七
一
一
一

中

　野

　洋

　一

北
海
道
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
工
業
組
合

代
表
理
事

五
十
嵐

　
　
　誠

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
五
丁
目
八
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
二
七
一
―
三
二
六
八

F
A
X

　〇
一
一
―
二
二
一
―
七
六
一
九

道
央
情
報
サ
ー
ビ
ス
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
中
央
区
南
三
条
東
四
丁
目
三
│
六

さ
く
ら
総
合
会
計
第
二
ビ
ル

T
E
L
（
〇
一
一
）
二
四
二
│
四
〇
〇
六

F
A
X
（
〇
一
一
）
二
四
二
│
四
三
八
八

鶴

嶋

浩

二

ペ
ル
セ
協
同
組
合（
官
公
需
適
格
組
合
）

札
幌
市
白
石
区
東
札
幌
二
条
二
丁
目
四
番
二
十
三
号

　二
階

電

　話

　〇
一
一
│
八
〇
七
│
四
五
五
〇

代
表
理
事

計

良

綾

人

エ
ス
・
バ
イ
・
エ
ス
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
中
央
区
南
三
条
東
四
丁
目
三
│
六

さ
く
ら
総
合
会
計
第
二
ビ
ル

電

　話
（
〇
一
一
）
二
二
三
│
一
四
六
〇

F
A
X
（
〇
一
一
）
二
二
三
│
三
〇
三
一

松

浦

良

一

北
海
道
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
白
石
区
菊
水
2
条
2
丁
目
2
番
1
8
号

藤
井
ビ
ル
菊
水
Ⅰ
1
階

電

　話

　〇
一
一
│
八
一
六
│
一
二
五
〇
番

顧

　問

伊

林

　
好

代
表
理
事

石

　澤

　恵

　吾

北
海
道
商
工
連
盟
協
同
組
合

理
事
長札

幌
市
中
央
区
北
四
条
西
十
二
丁
目
一
│
五
十
五

ほ
く
ろ
う
ビ
ル

電
　
話
　
〇
一
一
│
二
一
一
│
四
一
六
二

勝

部

賢

志

北
海
道
商
工
連
盟

会
　
長

峰
　
崎
　
直
　
樹

北
海
道
税
理
士
デ
ー
タ
通
信
協
同
組
合

札
幌
市
豊
平
区
西
岡
三
条
五
丁
目
六
番
四
十
八
号

電

　話

　〇
一
一
│
八
七
六
│
〇
八
三
〇

F
A
X

　〇
一
一
│
八
七
六
│
〇
八
三
五

北
海
道
牛
乳
事
業
協
同
組
合

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
七
丁
目

酪
農
セ
ン
タ
ー
四
階

電

　話

　〇
一
一
―
二
五
一
―
二
五
六
一
番

副
理
事
長

大

橋

俊

之

理
事
長

竹

内

久

夫

北
海
道
農
産
物
集
荷
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
中
央
区
北
四
条
西
四
丁
目
一
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
二
二
一
―
五
一
〇
一
番

　
井

博

美

官
公
需
適
格
組
合

　札
幌
砕
石
共
販
協
同
組
合

札
幌
市
南
区
真
駒
内
本
町
一
丁
目
一
番
一
号

電

　話

　〇
一
一
―
八
二
三
―
二
五
六
七
番

理
事
長

宮

本

博

功
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本　部

全
日
食
チ
ェ
ー
ン
北
海
道
協
同
組
合

〒
〇
六
一
―
一
四
〇
五

北
海
道
恵
庭
市
戸
磯
四
十
七
番
地
九

T
E
L

　〇
一
二
三
―
三
四
―
三
七
二
〇

F
A
X

　〇
一
二
三
―
三
四
―
三
七
二
五

U
R
L:http://w

w
w
.zchain.co

.jp

理
事
長

相

　澤

　長

　秀

北
海
道
歯
科
用
品
商
協
同
組
合

札
幌
市
東
区
北
二
一
条
東
七
丁
目

電

　話

　〇
一
一
―
七
四
ニ
―
ニ
三
ニ
ニ
番

石

田

　
誠

理
事
長

代
表
理
事

石

　川

　信

　男

札
幌
市
中
央
区
南
二
十
八
条
西
十
三
丁
目
一
│
七

電

　話

　（
〇
一
一
）
五
五
一
│
八
一
八
一
番

札

幌

市

中

央

区

南

八

条

西

十

五

丁

目

北
海
道
ハ
イ
ヤ
ー
会
館

　1
F

電

　話

　（
〇
一
一
）
五
六
三
│
九
二
一
九
番

全
国
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会
北
海
道
支
部

　支
部
長

札
都
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会

一
般
社
団
法
人

事
業
協
同
組
合

組
合
事
務
所

支
部
事
務
局

http://satto-kojintaxi.com/

さ
く
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
シ
ス
テ
ム
協
同
組
合

代
表
理
事札

幌
市
中
央
区
南
八
条
西
十
七
丁
目
三
番
二
十
六
号

T
E
L

　〇
一
一
―
二
一
五
―
一
二
〇
一

F
A
X

　〇
一
一
―
二
一
五
―
一
二
一
五

八

谷

一

平

〒
064－
0808

エ
ス
ピ
ー
シ
ー
北
海
道

　理
容
美
容
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
中
央
区
南
二
条
東
一
丁
目
一
│
十
二

フ
ラ
ー
テ
札
幌
四
F

　イ
ッ
ポ
札
幌
内

電

　話

　〇
一
一
│
二
三
二
│
八
七
二
七
番

F
A
X

　〇
一
一
│
八
七
六
│
八
二
六
五
番

上

原

康

則

恵
庭
農
畜
産
物
直
売
所

恵
庭
か
の
な
協
同
組
合

理
事
長

恵
庭
市
南
島
松
八
一
七
番
地
一
八

電

　話

　〇
一
二
三
│
三
六
│
二
七
〇
〇

平

野

隆

晴

石
狩
南
部
道
路
維
持
協
同
組
合
連
合
会

代
表
理
事

千

歳

市

上

長

都

四

番

地

五

電

　話

　〇
一
二
三
│
四
〇
│
二
一
五
一

茎

津

俊

爾

官
公
需
適
格
組
合

　恵
庭
ま
ち
づ
く
り
協
同
組
合

恵
庭
市
黄
金
南
一
丁
目
三
一
三
番
地
五

電

　話

　〇
一
二
三
―
二
九
―
四
八
三
六

理
事
長

齊

　藤

　一

　史

石
狩
新
港
運
送
事
業
協
同
組
合

理
事
長

北
海
道
石
狩
市
新
港
西
一
丁
目
七
〇
一
番
地
一
三

電

　話

　〇
一
三
三
―
七
三
―
一
四
一
四

大

友

龍

之

石
狩
管
工
事
業
協
同
組
合

石
狩
市
花
川
北
六
条
一
丁
目
五
番
地

電

　話

　〇
一
三
三
―
七
三
―
八
六
五
八
番

代
表
理
事

池

田

篤

司

官
公
需
適
格
組
合

江
別
河
川
防
災
環
境
事
業
協
同
組
合

〒
〇
六
七
―
〇
〇
〇
〇

江
別
市
大
川
通
六
番
地（
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
）

電

　話

　（
〇
一
一
）
㈹
―
三
九
一
―
〇
九
九
〇

F
A
X

　（
〇
一
一
）
―
三
九
一
―
〇
八
八
〇

理
事
長

青

木

　
博

顧

　問

佐
々
木

　雄

　二

江
別
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合

理
事
長

〒
〇
六
七
―
〇
〇
五
一

　
　
　
　
　
　
　

江

別

市

工

栄

町

十

九

番

地

一

電

　話

　〇
一
一
―
三
八
一
―
六
六
二
九
番

丸

山

博

幸
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本　部

官
公
需
適
格
組
合

協
業
組
合
エ
ク
セ
ル
三
和

代
表
理
事

北
広
島
市
北
の
里
四
七
一
番
地
七

電
　
話
　
〇
一
一
―
三
七
二
―
二
〇
一
一

F
A
X
　
〇
一
一
―
三
七
三
―
一
〇
九
五

菅
　
野
　
政
　
博

日
高
中
部
砂
利
協
同
組
合

代
表
理
事

日
高
郡
新
ひ
だ
か
町
静
内
豊
畑
一
三
三
九
番
地
の
二

電

　話

　〇
一
四
六
―
四
六
―
二
二
一
四

冬

　澤

　
　
　豊

官
公
需
適
格
組
合

北
広
島
道
路
維
持
協
同
組
合

北
広
島
市
中
央
三
丁
目
八
番
地
四

電

　話

　〇
一
一
―
三
七
三
―
六
一
〇
三
番

理
事
長

藤

　山

　康

　雄

北
広
島
市
管
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

北
広
島
市
西
の
里
南
一
丁
目
一
番
地
七

電

　話

　〇
一
一
―
三
七
五
―
三
九
八
八

山

岡

正

美

静
内
地
区
砂
利
採
取
協
同
組
合

代
表
理
事

日
高
郡
新
ひ
だ
か
町
静
内
旭
町
一
丁
目
十
四
番
十
二
号

電

　話

　〇
一
四
六
―
四
二
―
六
四
七
九

大

　坂

　
　
　博

浦
河
家
具
建
具
協
同
組
合

代
表
理
事

北
海
道
浦
河
郡
浦
河
町
堺
町
東
二
丁
目
十
八
番
十
五
号

電
　
話
　
〇
一
四
六
│
二
二
│
一
二
六
八
（
事
務
所
）

　
　
　
　
〇
一
四
六
│
二
二
│
一
一
五
八
（
工
場
）  

F
A
X
　
〇
一
四
六
│
二
二
│
一
三
七
三

永
　
平
　
　
　
顯

日
高
砂
利
企
業
組
合

事
務
所

　日
高
郡
新
ひ
だ
か
町
静
内
と
き
わ
町
二
丁
目
一
番
二
〇
号

電

　話

　〇
一
四
六
―
四
二
―
〇
四
三
二
番

理
事
長

大

　坂

　
　
　博

官
公
需
適
格
組
合

江
別
管
工
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

龍

　田

　昌

　樹

江
別
市
上
江
別
東
町
七
番
地
二
十
六

電

　話

　〇
一
一
―
三
八
四
―
三
五
五
六
番

F
A
X

　〇
一
一
―
三
八
四
―
七
一
〇
二
番

大
麻
東
町
商
業
協
同
組
合

江
別
市
大
麻
東
町
一
五
番
地

〇
一
一
―
三
八
六
―
九
九
〇
〇

代
表
理
事

安
　
達
　
　
　
學

官
公
需
適
格
組
合

江
別
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同
組
合

理
事
長

江

別

市

工

栄

町

十

一

番

地

七

電

　話

　〇
一
一
―
三
八
五
―
七
一
二
四

日

　
　
　
　
　淑

千
歳
市
管
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長千

歳
市
上
長
都
二
番
地
二
十
二

　
（
〇
一
二
三
）
二
三
ー
五
五
九
〇

髙
　
野
　
　
　
悠

千
歳
地
区
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

理
事
長

千
歳
市
幸
町
六
丁
目
二
十
番
二
十
四
号

（
グ
リ
ー
ン
ビ
ル
内
）

電

　話

　〇
一
二
三
（
二
六
）
三
四
三
四

髙

谷

明

利
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本　部

札幌地方中小企業団体事務長会
オホーツク中小企業団体事務長会
室 蘭 中 小 企 業 組 合 事 務 長 会
苫小牧地区中小企業団体事務長会
十勝地区中小企業団体事務長会
函館地区中小企業団体事務長会
道北地区中小企業団体事務長会
釧根地区中小企業団体事務長会
後志地区中小企業団体事務長会
空知地区中小企業団体事務長会

会 長
会 長
会 長
会 長
会 長
会 長
会 長
会 長
会 長
会 長

村 田 京 華
飯 田 敏 勝
片 桐 崇 意
牧 　 野 　 敏 　 夫
田 中 一 豊
松 田 悌 一
佐 々 木 　 　 　 斉
横 　 田 　 　 治
西 川 清 光
御 法 川 　 仁

北
海
道
官
公
需
適
格
組
合
協
議
会

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
七
丁
目
プ
レ
ス
ト
1
・
7

北
海
道
中
小
企
業
団
体
中
央
会
内

電

　話

　〇
一
一
―
二
三
一
―
一
九
一
九

F
A
X

　〇
一
一
―
二
七
一
―
一
一
〇
九

会

　長

佐

　藤

　安

　幸

副
会
長

茎

津

俊

爾

北
海
道
中
小
企
業
組
合
士
会

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
七
丁
目
プ
レ
ス
ト
1
・
7

北
海
道
中
小
企
業
団
体
中
央
会
内

電

　話

　〇
一
一
―
二
三
一
―
一
九
一
九

F
A
X

　〇
一
一
―
二
七
一
―
一
一
〇
九

会

長

鈴

　木

　英

　弘

副

会

長

村

　田

　京

　華

副

会

長

見

　上

　直

　人

副

会

長

伊

藤

喜

彦

北
海
道
中
小
企
業
青
年
中
央
会

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
七
丁
目
プ
レ
ス
ト
1
・
7

北
海
道
中
小
企
業
団
体
中
央
会
内

電

　話

　〇
一
一
―
二
三
一
―
一
九
一
九

F
A
X

　〇
一
一
―
二
七
一
―
一
一
〇
九

会

　長

岡

　田

　和

　也

副
会
長

西

松

翔

太

副
会
長

野

口

竜

太

札
幌
シ
テ
ィ
法
律
事
務
所

弁
護
士

髙

　﨑

　良

　一

弁
護
士

弁
護
士

片

　岡

　清

　三

小

　林

　
　
　晃

弁
護
士

佐

　藤

　大

　蔵

弁
護
士

片

　岡

　淳

　平

弁
護
士

片

　岡

　怜

　子

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
五
丁
目

　
　

　
　
　
　
　桂
和
大
通
ビ
ル
３８

　6
F

T
E
L
〇
一
一
―
二
七
一
―
五
三
〇
五

F
A
X
〇
一
一
―
二
七
一
―
五
三
〇
九

h
ttp
s:/
/
w
w
w
.sa
p
p
o
ro
c
ity
-la
w
.jp

公
認
会
計
士

　柿
澤

　

　事
務
所

公
認
会
計
士

税

　理

　士札
幌
市
清
田
区
清
田
七
条
一
丁
目
六
番
二
四
│
二
号

電

　話

　（
〇
一
一
）
三
七
五
│
〇
二
六
〇

F
A
X

　（
〇
一
一
）
三
七
五
│
〇
二
六
一

柿

　澤

　
　
　

〒
060

0003
│

株
式
会
社
B
A
M
C

         

a
s
s
o
c
i
a
t
e
s

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
一
│
一
│
一
一
サ
ン
メ
モ
リ
ア
ビ
ル
二
階

T
E
L

　〇
一
一
│
五
九
六
│
七
四
一
一

F
A
X

　〇
一
一
│
二
〇
七
│
一
五
〇
〇

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
b
a
m
c
.
j
p

橋

本

広

宣

札
幌
支
店

支
店
長
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本　部

公
認
会
計
士
小
島
史
資
事
務
所

公
認
会
計
士

税

　理

　士

小

　島

　史

　資

有
限
会
社
プ
ロ
・
ア
シ
ス
ト

　
人
材
育
成
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

代
表
取
締
役

電

話

〇
一
一
―
八
二
〇
―
一
一
八
六

後

藤

真

澄

株
式
会
社
東
京
海
上
日
動
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
北
海
道

代
表
取
締
役

田

　村

　忠

　宣

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
三
丁
目
三
番
地
二
二

S
T
V
時
計
台
通
ビ
ル
6
階

電

　話

　〇
一
一
―
二
三
二
―
〇
七
〇
一

〒
060－
0001

大
樹
生
命
保
険
株
式
会
社

　札
幌
支
社

〒
060

0042
ー

支
社
長

佐

藤

昌

宏

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
六
丁
目
二
│
六

電

　話

　〇
一
一
（
二
四
一
）
二
〇
二
一

北
海
道
互
光
株
式
會
社

代
表
取
締
役

小

　川

　
　
　学

〒
〇
六
〇
│
〇
〇
〇
一

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
七
丁
目
一
番

プ
レ
ス
ト
1
・
7

　7
F

電

　話

　（
〇
一
一
）
二
二
一
│
五
五
五
五
番
㈹

F
A
X

　（
〇
一
一
）
二
二
一
│
五
七
一
七
番

税 理 士 法 人 む ら ず み 総 合 事 務 所

行 政 書 士 法 人 む ら ず み 総 合 事 務 所

社会保険労務士法人むらずみ総合事務所

税務申告・節税対策・起業支援・経営改善・事業承継・

M&A・労務人事管理・給与計算・相続手続

https://www.murazumi.jp

札幌 〒060-0001 札幌市中央区北1条西13丁目4番地 FWD札幌ビル
TEL（011）271-5000(代) FAX（011）252-7477

千歳 〒066-0063 千歳市幸町3丁目15番地 エレガンスビル3階
TEL（0123）23-0115(代) FAX（0123）26-2020

東京 〒101-0047 東京都千代田区内神田2丁目15番9号 The Kanda 282
TEL（03）6260-8840(代) FAX（03）3256-8331

千
葉
経
営
労
務
事
務
所

札
幌
市
清
田
区
北
野
四
条
二
丁
目
一
〇
―
二
六

T
E
L

　〇
一
一
―
八
八
二
―
二
一
九
四

F
A
X

　〇
一
一
―
八
八
二
―
二
一
五
六

メ
ー
ル

　ch
ib
a
-K
rj@
m
u
b
.b
ig
lo
b
e
.n
e
.jp

千

　葉

　俊

　幸

中
小
企
業
診
断
士
・
社
会
保
険
労
務
士

―
現
場
か
ら
の
発
想

　現
場
か
ら
の
改
革
―

〒
004
―
0864

税
理
士
法
人 

み
の
り
会
計

税
理
士

札
幌
市
西
区
琴
似
二
条
一
丁
目
三
番
五
号

ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
琴
似
701

電

　話

　〇
一
一
―
六
一
四
―
〇
五
五
五

佐
々
木

　
　
　優

吉
田
聡
税
理
士
事
務
所

〒
〇
六
〇
│
〇
〇
五
一

札
幌
市
中
央
区
南
一
条
東
二
丁
目
十
一
│
一

ノ
ー
ザ
ン
ヒ
ル
ズ
大
通
東
九
階
H
室

税
理
士
・
中
小
企
業
診
断
士

吉

　田

　
　
　聡

札
幌
市
厚
別
区
厚
別
北
三
条
四
丁
目
五
番
三
号

電

　話

　〇
一
一
│
八
〇
一
│
三
一
一
二

森
隆

　社
会
保
険
労
務
士
事
務
所

特
定
社
会
保
険
労
務
士

森

　
　
　隆
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本　部

札
幌
市
豊
平
区
平
岸
七
条
十
三
丁
目
二
番
四
十
七
号

電

　話

　〇
一
一
│
八
一
四
│
二
二
二
二

西
川
友
晴

SDGsを支持し、クリーンで安全な車両の提供と
地域貢献を目指す

代
表
取
締
役

社

　
　
　長

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
東
三
丁
目
三
番
地

電

　話

　〇
一
一
―
二
八
〇
―
二
二
六
六

代
表
取
締
役

元気からはじめます。

関

　
　
　崇

　博

札幌市東区北12条東1丁目
電話 ( 0 1 1 )  7 4 1－3631
FAX ( 0 1 1 )  7 4 1－7030

観
光・ビ
ジ
ネ
ス・ご
婚
礼・ご
会
合
に

心
を
こ
め
た
お
も
て
な
し
。

〒060－0001 札幌市中央区北1条西6丁目 TEL/011－261－5311

https://www.hotelgp-sapporo.com/

B1 味の会

【ご 宿 泊】
【ご 婚 礼】
【ご宴会・ご会合】

〒060-0033　札幌市中央区北3条東5丁目5-91
TEL 011-241-9341  FAX 011-207-6178
https://iword.co.jp

ホームページで事例紹介を
ご覧ください

あなたの本づくりを
お手伝いします。
綺麗に印刷して綺麗に製本する。
アイワードの仕事は、その先にあります。
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道南支部

函
館
商
工
信
用
組
合

理
事
長

函

館

市

千

歳

町

九

番

六

号

T
E
L

　（
〇
一
三
八
）二
三
―
二
一
〇
一

F
A
X

　（
〇
一
三
八
）二
六
―
六
〇
三
六

中

村

昌

弘

040
―
0033

函
館
流
通
事
業
協
同
組
合

函
館
市
西
桔
梗
町
五
八
九
番（
流
通
セ
ン
タ
ー
）

電
　
話
　
〇
一
三
八
―
四
九
―
五
五
三
一

小

澤

繁

雄

代
表
理
事

函
館
ド
ッ
ク
事
業
協
同
組
合

函
館
市
弁
天
町
二
十
番
三
号

電
　
話
　
〇
一
三
八
―
二
三
―
二
二
二
七

理
事
長

村

上

岩

夫

函
館
清
掃
事
業
協
同
組
合

　函
館
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
セ
ン
タ
ー

理
事
長

函
館
市
東
山
町
一
四
九
番
地
の
六
号

電

　話

　〇
一
三
八
―
五
四
―
三
五
六
五

F
A
X

　〇
一
三
八
―
五
四
―
三
五
六
六

久

　保

　俊

　幸

官
公
需
適
格
組
合

　函
館
建
築
板
金
事
業
協
同
組
合

函
館
市
亀
田
町
十
番
八
号

T
E
L

　八
六
―
六
四
二
八

F
A
X

　八
六
―
六
四
三
八

代
表
理
事

平

　田

　昭

　市

〒
041－
0824

〒
041－
0811

函
館
生
花
商
協
同
組
合

理
事
長

函
館
市
西
桔
梗
町
五
八
九
番
地
二
七
二

　函
館
地
方
卸
売
市
場
青
果
市
場
内

電

　話
（
〇
一
三
八
）
四
八
―
八
七
九
三

F
A
X
（
〇
一
三
八
）
四
八
―
八
七
九
四

㈲

花

の

い

ま

い

函
館
市
富
岡
町
三
―
二
十
五
―
十
三

電

　話
（
〇
一
三
八
）
四
一
―
八
七
八
三

F
A
X
（
〇
一
三
八
）
四
五
―
五
九
八
三

店
舗

西

村

由

紀

函
館
特
産
食
品
工
業
協
同
組
合

理
事
長

函

館

市

豊

川

町

二

七

番

六

号

電

　話

　〇
一
三
八
│
二
三
│
四
六
〇
九

古
伏
脇

　隆

　二

函
館
駅
二
商
業
協
同
組
合

理
事
長

函

館

市

若

松

町

九

番

一

九

号

電

　話 

（
〇
一
三
八
）
二
二
―
五
三
三
〇

藤

　田

　公

　人

函
館
地
方
電
気
工
事
協
同
組
合

函

館

市

日

乃

出

町

七

番

二

二

号

T
E
L

　〇
一
三
八
―
五
五
―
二
一
八
二

F
A
X

　〇
一
三
八
―
五
五
―
〇
六
七
五

理
事
長

大

倉

　
直

官
公
需
適
格
組
合

　函
館
地
方
畳
商
協
同
組
合

理
事
長

函

館

市

千

代

台

町

三

〇

番

五

号

電

　話

　〇
一
三
八
―
五
五
―
八
八
五
六
番

若

　林

　英

　勝
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道南支部

協
同
組
合
　魚
長

代
表
理
事

函

館

市

豊

川

町

十

二

番

十

二

号

電
話

　〇
一
三
八
―
二
六
―
一
八
一
一

柳

沢

政

人

官
公
需
適
格
組
合

　函
館
管
工
事
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　水
道
修
繕
セ
ン
タ
ー

理
事
長

函
館
市
西
桔
梗
町
八
一
九
番
地
六

電

　話

　（
〇
一
三
八
）八
三
―
二
六
六
一

F
A
X

　（
〇
一
三
八
）八
三
―
二
六
六
八

村

田

信

吾

〒
〇
四
一
ー
〇
八
二
四

函
館
自
由
市
場
協
同
組
合

理
事
長

函

館

市

新

川

町

一

番

二

号

電

　話

　〇
一
三
八
―
二
七
―
二
二
〇
〇

前

　
　
　直

　幸

帝
王
事
業
協
同
組
合

理
事
長

函
館
市
港
町
三
丁
目
十
八
番
十
五
号

（
㈱
テ
ー
オ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
内
）

電

　話

　〇
一
三
八
│
四
五
│
三
九
一
一

小
笠
原

　康

　正

函
東
工
業
協
力
協
同
組
合

函

館

市

北

浜

町

三

番

五

号

電

　話

　〇
一
三
八
―
四
二
―
六
〇
〇
七

代
表
理
事

笠

島

則

嘉

函
館
屋
外
広
告
業
協
同
組
合

理
事
長

平

山

孝

敏

函

館

市

昭

和

三

丁

目

十

三

番

十

号

株
式
会
社
ヒ
ラ
ヤ
マ
サ
イ
ン
内

T
E
L

　〇
一
三
八
―
四
四
―
三
〇
五
〇

F
A
X

　〇
一
三
八
―
四
四
―
三
〇
五
一

函
館
塗
装
協
同
組
合

函

館

市

宮

前

町

三

十

一

番

八

号

電

　話

　〇
一
三
八
│
八
三
│
一
九
二
一

F
A
X

　〇
一
三
八
│
八
三
│
一
九
三
一

理
事
長

樋

　本

　
　
　博

函
館
朝
市
協
同
組
合
連
合
会

理
事
長

函

館

市

若

松

町

九

番

十

九

号

電

　話

　〇
一
三
八
―
二
二
―
七
九
八
一
番

F
A
X

　〇
一
三
八
―
二
二
―
七
九
三
六
番

藤

　田

　公

　人

官
公
需
適
格
組
合

　函
館
市
排
水
設
備
指
定
業
者
協
同
組
合

理
事
長

函

館

市

金

堀

町

十

番

二

十

二

号

電

　話

　（
〇
一
三
八
）三
一
―
四
七
七
四
番

F
A
X

　（
〇
一
三
八
）三
一
―
四
八
九
三
番

木

村

謙

一

函
館
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

理
事
長

北
斗
市
追
分
三
丁
目
三
番
一
七
号

電
話

　〇
一
三
八
―
四
八
―
五
二
一
五

辰

宮

　
章

渡
島
国
際
交
流
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

茅
部
郡
森
町
字
砂
原
二
丁
目

一
八
八
番
地
の
一

電
　
話
　
〇
一
三
七
四
―
八
―
五
一
一
一

坂
　
本
　
徳
　
博

函
館
地
方
道
路
維
持
協
同
組
合

函
館
市
本
通
一
丁
目
三
五
番
一
二
号

電

　話

　〇
一
三
八
―
五
四
―
〇
〇
〇
六
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道南支部

函
館
造
園
建
設
業
協
同
組
合

函
館
市
昭
和
二
丁
目
一
番
十
七
号

電
話

　〇
一
三
八
│
四
一
│
一
〇
三
〇

理
事
長高

　瀬

　勝

　彦

八
雲
地
区
水
産
加
工
協
同
組
合

理
事
長

長
谷
川

　博

　之

二
海
郡
八
雲
町
落
部
五
七
四
番
地

長
谷
川
水
産
ビ
ル
二
階

電

　話

　〇
一
三
七
（
六
七
）
四
五
〇
〇

函
館
車
両
整
備
協
同
組
合

理
事
長

函

館

市

旭

町

五

番

十

五

号

電
　
話
　
〇
一
三
八
―
二
三
―
二
四
二
五

川

村

泰

章

〒
040

0037
ー

函
館
美
容
業
協
同
組
合

理
事
長

函

館

市

大

手

町

九

番

十

二

号

電

　話

　〇
一
三
八
―
二
三
―
六
四
〇
三

永

井

龍

剛

函
館
商
工
会
議
所

会

　頭
函

館

市

若

松

町

七

番

十

五

号

T
E
L
（
〇
一
三
八
）
二
三
―
一
一
八
一

久

保

俊

幸

社
会
保
険
労
務
士
法
人

　谷
口
事
務
所

函
館
市
柏
木
町
三
七
│
六

電

　話

　〇
一
三
八
│
五
二
│
七
五
六
五

特
定
社
会
保
険
労
務
士

谷

　口

　拓

　也

大
樹
生
命
保
険
株
式
会
社

函
館
支
社
長

函

館

市

梁

川

町

五

番

八

号

電
話

　〇
一
三
八
（
五
四
）
五
四
六
四

宿

谷

大

輔

北
海
道
圧
接
業
協
同
組
合

理
事
長

北
海
道
亀
田
郡
七
飯
町
大
川
三
丁
目
十
七
│
十
二

電

　話

　〇
一
三
八
│
八
四
│
六
三
三
一

山

田

賢

悟
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上川支部

髙
　
橋
　
秀
　
樹

旭
川
林
産
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
永
山
北
一
条
十
丁
目
八
番
三
号

電
　
話
　
〇
一
六
六
―
四
六
―
〇
六
六
一
番

協
同
組
合 

日
専
連
旭
川

旭

川

市

二

条

通

八

丁

目

電

　話

　〇
一
六
六
―
二
三
―
二
〇
〇
〇

理
事
長

前

田

昌

己

官
公
需
適
格
組
合

　留
萌
地
方
石
油
業
協
同
組
合

理
事
長

留

萌

市

本

町

三

丁

目

五

四

番

地

電

　話

　〇
一
六
四
―
四
二
―
七
三
一
五
番

澤

井

篤

司

旭
川
地
方
自
動
車
整
備
協
同
組
合

理
事
長

旭

川

市

春

光

町

十

番

地

電

　話

　〇
一
六
六
―
五
三
―
六
六
七
一
番

竹

川

秀

幸

官
公
需
適
格
組
合

　旭
川
市
管
工
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事旭

川
市
上
常
盤
町
二
丁
目
一
九
七
〇
番
地

電

　話

　〇
一
六
六
―
二
三
―
二
四
六
六
番

稲

尾

　
太

旭
川
平
和
通
商
店
街
振
興
組
合

理
事
長

旭
川
市
四
条
通
八
丁
目
一
七
〇
三
番
五

　
　
　
　
　
　
　
　ア
ピ
ス
ビ
ル
三
階

電

　話

　〇
一
六
六
―
二
六
―
〇
八
一
五

杉

村

太

蔵

旭
川
平
和
通
買
物
公
園
企
画
委
員
会

委
員
長

加

藤

健

太

佐
々
木

　通

　彦

旭
川
工
業
団
地
協
同
組
合

旭
川
市
工
業
団
地
三
条
二
丁
目
一
番
十
八
号

電

　話

　〇
一
六
六
―
三
六
―
四
九
五
五

h
ttp
://w

w
w
.a
s
a
h
ik
a
w
a
-ip
.c
o
m

理
事
長

旭川家具工業協同組合
〒079-8412
旭川市永山2条10丁目1-35
TEL　0166-48-4135
FAX　0166-48-4749
URL　https://asahikawa-kagu.or.jp

理事長　

藤田　哲也

協
同
組
合
旭
川
ハ
イ
ヤ
ー
協
会

理
事
長

旭

川

市

春

光

町

一

〇

番

地

電

　話

　〇
一
六
六
―
五
一
―
五
四
二
三
番

柏

　葉

　健

　一
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上川支部

旭
川
地
方
自
動
車
車
体
整
備
協
同
組
合

理
事
長

旭

川

市

春

光

町

十

番

地

旭
川
地
方
自
動
車
整
備
㈿
五
階

電

　話

　〇
一
六
六
│
七
六
│
一
一
三
一

菅

原

　
豊

名
寄
三
信
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

名

寄

市

字

徳

田

一

四

九

番

地

一

電

　話

　〇
一
六
五
四
―
八
―
七
七
八
八

山

本

和

則

旭
川
地
方
森
林
整
備
事
業
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
神
楽
三
条
五
丁
目
三
番
二
号

旭
川
林
友
ビ
ル
二
階

電

　話

　〇
一
六
六
―
七
三
―
九
三
〇
〇
番

三

津

橋

　

　央

名
寄
市
風
連
町
北
栄
町
一
三
九
番
地
一

電

　話

　〇
一
六
五
五
―
三
―
四
六
〇
〇

官
公
需
適
格
組
合

風
連
環
境
保
全
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

中

舘

克

北
海
道
コ
ン
ク
リ
ー
ト
長
尺
開
水
路
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
永
山
一
条
十
九
丁
目
一
番
十
三
号

電

　話

　〇
一
六
六
―
四
七
―
二
六
〇
一
番

山

下

裕

久

北
土
地
籍
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

旭
川
市
1
条
通
8
丁
目
5
4
2
│
4

一
条
緑
橋
通
ビ
ル
6
F

電

　話

　〇
一
六
六
│
七
三
│
九
〇
〇
四

山

内

一

賴

旭
川
地
方
個
人
タ
ク
シ
ー
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
緑
町
十
九
丁
目
二
八
五
七
番
地

電

　話

　〇
一
六
六
―
五
一
―
八
五
一
〇

小

　松

　昭

　男

協
業
組
合
北
部
ガ
ス
セ
ン
タ
ー

士
別
市
南
町
東
三
区
四
七
二
番
地
六
〇

電

　話

　〇
一
六
五
―
二
三
―
二
九
八
八

営
業
所

　名
寄
・
風
連
・
和
寒

給

排

水

指

定

業

者

特
定
建
設
業

　官
公
需
適
格
組
合

理
事
長

福

　島

　和

　秀

旭
川
地
区
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
永
山
一
条
十
九
丁
目
一
番
十
三
号

電

　話

　〇
一
六
六
―
七
三
―
七
四
八
一
番

山

　下

　裕

　久

大
丸
交
通
産
業
協
同
組
合

旭
川
市
緑
が
丘
南
五
条
一
丁
目
一
番
二
号

電

　話

　〇
一
六
六
―
六
六
―
二
二
三
二

代
表
理
事

本

田

秀

明

道
北
電
気
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

旭
川
市
三
条
通
十
一
丁
目
左
七
号

電

　話

　　
（
〇
一
六
六
）
二
六
―
四
一
一
六

稲

　井

　
　
　誠

官
公
需
適
格
組
合

名
寄
市
管
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

　
名
寄
市
大
通
北
二
丁
目
一
番
地
一

電

　話

　〇
一
六
五
四
―
二
―
一
一
四
〇

桑

　原

　裕

　敏
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上川支部

情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
協
同
組
合

代
表
理
事

札
幌
市
清
田
区
清
田
二
条
一
丁
目
一
―
三
十
五

電

　話

　〇
一
一
―
八
八
五
―
九
三
四
五

甲

　斐

　啓

　二

和
寒
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合

理
事
長

上
川
郡
和
寒
町
字
西
町
十
八
番
地

電

　話

　〇
一
六
五
―
三
二
―
三
三
四
四

藤

　村

　光

　司

下
川
ふ
る
さ
と
興
業
協
同
組
合

上
川
郡
下
川
町
共
栄
町
一
番
地
一

電
話

　〇
一
六
五
五
―
四
―
四
二
〇
六
番

理
事
長

横

井

範

明

中
小
企
業
診
断
士

社
会
保
険
労
務
士

弁
護
士
法
人
千
葉
総
合
法
律
事
務
所

〒
〇
七
一
―
八
一
三
四

旭
川
市
末
広
四
条
六
丁
目
七
番
八
号

T
E
L

　〇
一
六
六
―
七
三
―
四
四
七
七

F
A
X

　〇
一
六
六
―
七
三
―
四
四
七
八

弁
護
士

　
　

山

　本

　直

　久

佐
々
木

　
　
　洵

税
理
士
法
人

　中
央
総
合
会
計

代
表
税
理
士

井

　内

　敏

　樹

旭
川
市
七
条
通
十
三
丁
目
五
十
九
番
地
四

電

　話

　〇
一
六
六
―
二
五
―
四
一
三
一

　
　橋

　
　
　雅

北
海
道
中
小
企
業
協
同
組
合

上
川
郡
和
寒
町
字
東
町
六
番
地
一

電

　話 

〇
一
六
五
―
三
二
―
六
六
六
一

代
表
理
事

旭
東
林
産
協
同
組
合

理
事
長

上
川
郡
東
川
町
南
町
二
丁
目
二
番
十
一
号

電

　話

　〇
一
六
六
―
六
八
―
四
八
五
五

佐

々

木

　

　斉

上
川
北
部
環
境
整
備
協
同
組
合

中
川
郡
美
深
町
字
東
四
条
北
四
丁
目
七
番
地

電

　話

　〇
一
六
五
六
―
九
―
二
四
〇
〇

理
事
長

山

崎

晴

一

留
萌
中
部
道
路
環
境
事
業
協
同
組
合

理
事
長

苫

前

郡

羽

幌

町

南

町

ニ

ニ

番

地

電

　話

　〇
一
六
四
―
六
ニ
―
ニ
四
五
〇

水

上

　
博

北
部
ク
リ
ー
ン
企
業
組
合

理
事
長

事
務
所

　中
川
郡
中
川
町
字
中
川
三
四
〇
番
地

電

　話

　〇
一
六
五
六
―
七
―
三
四
四
六

F
A
X

　〇
一
六
五
六
―
七
―
二
九
一
七

平

木

宏

和

旭
川
地
方
中
古
自
動
車
販
売
事
業
協
同
組
合

上
川
郡
鷹
栖
町
八
線
西
二
号
二
番
地

電

　話

　〇
一
六
六
―
八
七
―
四
五
〇
〇

理
事
長

佐

　藤

　友

　泰
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上川支部
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十勝支部

協
同
組
合

　日
専
連
と
か
ち

理
事
長

帯
広
市
西
二
条
南
八
丁
目
八
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
一
―
二
〇
〇
〇

臼

井

呉

行

橋

場

幸

一

十
勝
信
用
組
合

理
事
長

帯
広
市
大
通
南
九
丁
目
十
八
・
二
〇
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
三
―
一
三
七
一

帯
広
地
方
自
動
車
事
業
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
西
十
九
条
北
一
丁
目
八
番
三
号

電

　話

　〇
一
五
五
―
三
三
―
五
一
三
一

石

　原

　英

　樹

十
勝
電
気
工
事
業
協
同
組
合

帯
広
市
西
七
条
南
七
丁
目
二
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
五
―
四
八
一
八
番

理
事
長

武

藤

哲

也

帯
広
工
業
団
地
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
西
二
十
二
条
北
二
丁
目
二
十
三
―
九

電

　話

　〇
一
五
五
―
三
七
―
三
一
四
六
番

太

田

耕

二

理
事
長

帯
広
市
西
二
十
一
条
南
一
丁
目
四
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
（
三
七
）
二
七
七
七

梶

　原

　雅

　仁

十
勝
骨
材
共
販
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
東
一
条
北
一
丁
目
四
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
三
―
四
五
四
七
番

齋

　藤

　悟

　郎

北
海
道
土
木
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
東
二
条
南
四
丁
目
三
番
地
六

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
二
―
三
七
二
七
番

高

橋

宣

之

協
同
組
合

　帯
広
卸
売
セ
ン
タ
ー

理
事
長

帯
広
市
西
八
条
南
六
丁
目
四
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
二
二
―
一
八
一
三
番

h
ttp
://o
b
ih
iro
-o
ro
s
h
iu
ri.c

o
m
/

髙

田

晃

一

十
勝
再
生
骨
材
販
売
協
同
組
合

帯
広
市
西
二
十
条
南
五
丁
目
二
四
番
三

電
　
話
　
〇
一
五
五
―
三
八
―
三
三
五
六

理
事
長

大
　
友
　
広
　
明

帯
広
地
方
中
古
自
動
車
事
業
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
西
二
十
五
条
北
二
丁
目
二
番
三
十
九
号

電

　話

　〇
一
五
五
―
三
七
―
二
五
七
八

上

嶋

康

秀
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十勝支部

サ
ホ
ロ
畜
産
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

上
川
郡
新
得
町
字
上
佐
幌
西
三
線
四
十
九
番
地
二

電
　
話
　（
〇
一
五
六
）
六
四
│
四
四
四
七

F
A
X
　（
〇
一
五
六
）
六
四
│
六
九
五
五

藤
　
原
　
啓
　
喜

ア
イ
ア
ジ
ア
国
際
交
流
協
同
組
合

〒
〇
八
〇
―
〇
〇
一
四

帯
広
市
西
四
条
南
十
五
丁
目
九
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
六
六
―
五
五
〇
五

代
表
理
事

東

城

敬

貴

十
勝
芝
生
販
売
協
同
組
合

理
事
長

帯
広
市
西
二
一
条
南
五
丁
目
二
九
番
地
四

T
E
L

　〇
一
五
五
―
三
四
―
一
七
三
二

寺

嶋

誠

一

十
勝
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

代
表
理
事

帯
広
市
西
二
十
条
北
一
丁
目
三
番
三
十
二
号

電

　話

　〇
一
五
五
―
三
三
―
三
一
四
一

中

　島

　愼

　司

十
勝
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同
組
合

帯
広
市
西
二
十
一
条
北
一
丁
目
三
番
二
十
号

電
　
話
　
〇
一
五
五
―
三
七
―
六
八
八
八

理
事
長

兼

子

　

賢

帯
広
地
方
自
動
車
車
体
整
備
協
同
組
合

帯
広
市
西
二
十
二
条
北
一
丁
目
五
番
地

電

　話

　〇
一
五
五
―
三
七
―
八
二
六
五

理
事
長

道

端

忠

志

ア
シ
ス
ト
ワ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
協
同
組
合

代
表
理
事

河
東
郡
音
更
町
木
野
大
通
西
十
四
丁
目
一
│
十
五

電
　
話
　
〇
一
五
五
│
四
三
│
五
〇
一
一

深
　
川
　
政
　
和

十
勝
品
質
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

河
東
郡
音
更
町
十
勝
川
温
泉
北
十
四
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　四
番
地
七

電

　話

　〇
一
五
五
│
六
七
│
六
〇
八
〇

佐

　藤

　
　
　聡

協
同
組
合

　北
海
道
労
働
福
祉
協
会

帯
広
市
東
七
条
南
十
丁
目
十
一
番
地
八

電

　話

　〇
一
五
五
│
二
七
│
一
六
一
六

専
務
理
事

堀

　口

　登
志
雄

代
表
理
事

柏

木

敏

光

と
か
ち
銀
河
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

足
寄
郡
足
寄
町
北
一
条
四
丁
目
三
十
一
番
地

電
　
話
　
〇
一
五
六
―
二
五
―
二
六
六
九

河
　
向
　
由
紀
夫

ユ
イ
マ
ー
ル
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

上
川
郡
新
得
町
一
条
北
一
丁
目
二
番
地

電

　話

　〇
一
五
六
―
六
四
―
五
〇
一
一

根

本

健

史

オ
ダ
ッ
シ
ュ
事
業
協
同
組
合

上
川
郡
新
得
町
一
条
北
一
丁
目
二

電

　話

　〇
一
五
六
―
六
四
―
五
〇
一
一
番

代
表
理
事

植

　村

　高

　愛
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十勝支部

鹿
追
と
き
め
き
ス
タ
ン
プ
協
同
組
合

代
表
理
事

河
東
郡
鹿
追
町
新
町
一
丁
目
四
三
番
地

鹿

追

町

経

済

観

光

交

流

会

館

内

電

　話

　〇
一
五
六
│
六
六
│
二
一
〇
七

岡

　本

　康

　弘

社
会
保
険
労
務
士
・
行
政
書
士
　

し
ま
や
事
務
所

　
特
定
社
会
保
険
労
務
士
・
特
定
行
政
書
士

所
　
長

帯
広
市
西
二
条
南
二
十
九
丁
目
七
番
地
五

電
　
話
　
〇
一
五
五
│
二
六
│
四
八
六
四

嶋
　
谷
　
耕
　
治

忠
類
事
業
協
同
組
合

中
川
郡
幕
別
町
忠
類
白
銀
町
二
〇
五
番
地
一

電

　話

　〇
一
五
五
八
―
八
―
二
〇
一
一

代
表
理
事

加

藤

茂

樹

南
十
勝
建
設
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
同
組
合

代
表
理
事

中
川
郡
幕
別
町
忠
類
白
銀
町
二
〇
五
番
地
一

電

　話

　〇
一
五
五
八
│
八
│
二
〇
一
一

高

　堂

　匠

　美

社
会
保
険
労
務
士
法
人

　堀
口
労
務
行
政
事
務
所

　特
定
社
会
保
険
労
務
士
・
行
政
書
士

代
表
社
員

帯
広
市
東
七
条
南
十
丁
目
十
一
番
地
八

電

　話

　〇
一
五
五
│
二
七
│
一
六
一
六

堀

　口

　登
志
雄

芽
室
商
工
協
同
組
合

代
表
理
事

河
西
郡
芽
室
町
東
一
条
一
丁
目
十
一
番
地

電
　
話
　
〇
一
五
五
―
六
二
―
二
〇
〇
九
番

家

内

裕

典

芽
室
町
維
持
修
繕
協
同
組
合

代
表
理
事河

西
郡
芽
室
町
東
十
一
条
十
丁
目

電

　話

　〇
一
五
五
│
六
二
│
三
九
九
九

青

　木

　
　
　昇

42



釧根支部

官
公
需
適
格
組
合

釧
路
北
部
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

川
上
郡
弟
子
屈
町
高
栄
二
丁
目
九
番
十
二
号

電

　話

　〇
一
五
―
四
八
二
―
四
三
五
五

辻

谷

智

之

釧
路
市
新
釧
路
町
十
四
番
六
号

電
　
話
　
〇
一
五
四
―
二
三
―
一
二
八
一
番

釧
根
電
気
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

山

原

活

志

協
同
組
合
　
釧
路
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

釧
路
市
星
が
浦
南
三
丁
目
一
番
八
号

電
　
話
　
〇
一
五
四
―
五
三
―
一
一
〇
〇
番

理
事
長

島

本

幸

一

官
公
需
適
格
組
合

　釧
路
市
管
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

釧
路
市
南
大
通
三
丁
目
一
番
十
九
号

電

話

〇
一
五
四
―
四
二
―
八
八
七
七
番

阿

　部

　
　
　聡

官
公
需
適
格
組
合

　釧
根
地
方
石
油
業
協
同
組
合

代
表
理
事

釧

路

市

大

町

一

丁

目

一

番

十

号

電

　話

　〇
一
五
四
―
四
一
―
六
八
一
八

柴

田

尚

志

釧
路
骨
材
販
売
協
同
組
合

代
表
理
事

釧
路
市
新
富
士
町
五
丁
目
二
番
三
八
号

電

　話

　（
〇
一
五
四
）五
二
―
五
一
一
一
番

天

方

智

順

釧
路
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

釧
路
市
春
日
町
三
番
六
号
丸
平
総
合
ビ
ル
三
F

電

　話

　〇
一
五
四
―
二
四
―
二
一
八
五

理
事
長

濱

屋

宏

隆

浜
中
輸
送
事
業
協
同
組
合

理
事
長

厚
岸
郡
浜
中
町
浜
中
桜
西
二
十
四
番
地

電

　話

　〇
一
五
三
―
六
四
―
二
一
一
六

赤

　石

　美
枝
子

釧
路
環
境
衛
生
企
業
組
合

釧
路
市
入
江
町
一
四
番
七
号

電
　
話
　（
〇
一
五
四
）二
二
―
九
三
七
五

理
事
長

浪
　
岡
　
久
　
裕

阿
寒
綜
合
林
業
協
同
組
合

代
表
理
事

釧
路
市
阿
寒
町
新
町
二
丁
目
六
番
九
号

電
　
話
　
〇
一
五
四
―
六
六
―
三
一
〇
ニ

大
　
澤
　
友
　
厚

阿
寒
観
光
協
同
組
合

代
表
理
事

釧
路
市
阿
寒
町
阿
寒
湖
温
泉

大

　西

　雅

　之
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釧根支部

道
東
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

代
表
理
事

釧
路
市
鳥
取
南
六
丁
目
二
番
二
十
四
号

（
三
ッ
輪
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社
内
）

電

　話

　〇
一
五
四
│
五
一
│
〇
三
二
一

冨

樫

直

人

石
井
宏
臣
税
理
士
事
務
所

税
理
士

釧

路

市

城

山

一

丁

目

四

番

地

T
E
L

　（
〇
一
五
四
）四
四
―
一
〇
五
五

F
A
X

　（
〇
一
五
四
）四
四
―
一
〇
五
六

石

井

宏

臣

社
会
保
険
労
務
士
法
人 

池
田
事
務
所

釧
路
市
美
原
三
丁
目
四
十
四
番
五
号

電
話

　〇
一
五
四
―
三
七
―
〇
二
八
八

特
定
社
会
保
険
労
務
士

池

　田

　一

　己

中
標
津
地
区
山
砂
販
売
協
同
組
合

代
表
理
事

標
津
郡
中
標
津
町
東
三
十
二
条
北
一
丁
目
二
番
地

電

　話

　〇
一
五
三
―
七
二
―
七
九
九
〇

中

村

正

宏

別
海
厚
生
企
業
組
合

　
介
護
事
業
所
す
ず
ら
ん

野
付
郡
別
海
町
別
海
鶴
舞
町
六
―
四
五

電
　
話
　
〇
一
五
三
―
七
九
―
六
二
三
〇

代
表
理
事

藤

原

秋

彦

北
根
室
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

〒
〇
八
六
―
一
〇
五
四

標
津
郡
中
標
津
町
東
十
四
条
北
一
丁
目

電

　話

　（
〇
一
五
三
）七
二
―
三
〇
九
九
番

F
A
X

　（
〇
一
五
三
）七
二
―
三
〇
三
一
番

代
表
理
事

武

　藤

　

　一

根
室
中
部
砂
利
販
売
協
同
組
合

理
事
長

標
津
郡
中
標
津
町
東
十
四
条
北
一
丁
目
一
番
地
一

電

　話

　〇
一
五
三
―
七
二
―
五
八
四
一
番

上

田

修

平

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
㈱

北
海
道
東
支
店

　釧
路
支
社

支
社
長

釧

路

市

黒

金

町

七

│

四

│

一

釧
路
太
平
洋
興
発
ビ
ル
5
F

T
E
L

　〇
一
五
四
│
二
三
│
三
〇
一
一

内

山

雄

太

〒
085－
0018

大
樹
生
命
保
険
　株
式
会
社

　道
東
支
社

支
社
長

釧

路

市

末

広

町

十

丁

目

一

番

地

電

　話

　〇
一
五
四
―
二
四
―
八
五
八
八

渡

辺

且

直

〒085-0057
北海道釧路市愛国西４丁目２番２号
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網走支部

北
見
市
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会

北
見
市
北
二
条
西
二
丁
目
十
二
番
地

み
ん
と
ひ
ろ
ば
内

電

　話

　〇
一
五
七
―
二
二
―
二
七
〇
三

理
事
長

眞

栁

正

裕

北
見
地
区
電
気
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

北
見
市
春
光
町
二
丁
目
一
五
五
番
地

電

　話

　〇
一
五
七
―
二
四
―
六
五
四
五

山

本

義

明

網
走
水
産
飼
料
加
工
協
同
組
合

網
走
市
能
取
港
町
二
丁
目
五
番
地

電
　
話
　
〇
一
五
二
―
四
七
―
一
〇
一
一

理
事
長

宮

川

　

忠

協
同
組
合
北
見
綜
合
卸
セ
ン
タ
ー

理
事
長

北

見

市

卸

町

一

丁

目

一

番

地

九

電

　話

　〇
一
五
七
―
三
六
―
二
四
四
一

小

　松

　正

　道

北
見
木
工
協
同
組
合

理
事
長

中

　橋

　孝

　章

北
見
市
東
相
内
町
十
二
―
八

事
務
所
T
E
L
（
〇
一
五
七
）三
六
―
二
〇
〇
三

F
A
X
（
〇
一
五
七
）三
六
―
七
四
七
〇

北
見
地
方
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

理
事
長

北

見

市

三

楽

町

一

九

八

番

地

一

電

　話
（
〇
一
五
七
）
二
三
―
四
八
〇
〇
番

F
A
X
（
〇
一
五
七
）
二
三
―
四
八
〇
一
番

網

走

市

潮

見

一

八

五

番

地

六

電

　話
（
〇
一
五
二
）
四
三
―
四
〇
二
三
番

F
A
X
（
〇
一
五
二
）
四
三
―
六
九
三
七
番

吉

　野

　
　
　篤

北
見
事
務
所

網
走
支
部

北
見
地
方
自
動
車
整
備
協
同
組
合

代
表
理
事北

見

市

光

西

町

一

六

七

番

地

電

　話

　〇
一
五
七
―
二
四
―
四
五
四
四

片

山

英

樹

官
公
需
適
格
組
合

北
見
管
工
事
事
業
協
同
組
合

理
事
長

北
見
市
北
進
町
三
丁
目
二
番
二
号

電

　話

　〇
一
五
七
―
二
二
―
二
八
一
三
番

加

　藤

　雄

　市

網
走
地
方
芝
生
販
売
協
同
組
合

網
走
市
新
町
一
丁
目
七
番
十
四
号

電
　
話
　
〇
一
五
二
―
四
五
―
一
八
一
〇

理
事
長

田

村

博

昭

北
見
造
園
緑
化
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

北

見

市

広

郷

一

一

三

六

│

三

T
E
L

　〇
一
五
七
│
三
九
│
三
二
二
四

F
A
X

　〇
一
五
七
│
三
九
│
三
二
二
六

高

木

和

明

〒
〇
九
九
│
一
五
八
六

北
見
地
方
畜
産
商
業
協
同
組
合

代
表
理
事

北
見
市
端
野
町
緋
牛
内
一
四
〇
〇
番
地
四

電

　話

　〇
一
五
七
―
五
七
―
二
三
一
九
番
㈹

鈴

　木

　法

　明
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網走支部

北
海
道
興
農
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

網
走
郡
津
別
町
字
最
上
六
十
八
番
地
の
一
二

電

　話

　〇
一
五
二
―
七
六
―
一
五
五
一

高

田

博

幸

税
理
士
法
人
ト
ラ
ス
ト
会
計

代
表
社
員

税

理

士
網
走
市
南
六
条
西
三
丁
目
八
番
地
二

電

　話

　〇
一
五
二
―
四
五
―
二
七
一
〇

F
A
X

　〇
一
五
二
―
四
五
―
二
一
九
一

佐
々
木

　儀

　幸

税
理
士
法
人
松
尾
会
計

北
見
市
寿
町
二
丁
目
一
番
二
〇
号

電
　
話
　
〇
一
五
七
―
三
一
―
八
二
二
二
番

F
A
X
　
〇
一
五
七
―
三
一
―
八
二
二
八
番

松
　
尾
　
俊
　
介

代
表
社
員

税
理
士

斜
里
道
路
整
備
事
業
協
同
組
合

斜
里
郡
斜
里
町
光
陽
町
五
二
番
地
一

電

　話

　〇
一
五
二
―
二
二
―
二
七
六
〇

代
表
理
事

佐
々
木

　
　
　修

遠
軽
地
区
環
境
衛
生
協
同
組
合

紋
別
郡
遠
軽
町
豊
里
五
二
七
番
地
一

電

　話

　〇
一
五
八
―
四
二
―
四
〇
四
〇

理
事
長

寺

田

明

弘

北
見
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

電

　話

　〇
一
五
七
―
六
七
―
七
〇
四
〇

斉

　藤

　伸
一
郎

網
走
共
栄
企
業
組
合

理
事
長

網
走
市
潮
見
二
丁
目
六
番
十
三
号

電

　話

　〇
一
五
二
│
四
四
│
一
三
二
五

石

　川

　伸

　司

知
床
温
泉
旅
館
協
同
組
合

代
表
理
事

斜
里
郡
斜
里
町
ウ
ト
ロ
西
一
八
六
番
地
八

電

　話

　〇
一
五
二
―
二
四
―
二
六
三
九

桑

島

大

介

環
境
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

北

見

市

卸

町

三

丁

目

三

番

地

二

電

　話

　〇
一
五
七
│
三
三
│
三
三
七
七

伊

藤

嘉

高

紋
別
地
区
道
路
整
備
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

北
海
道
紋
別
市
元
紋
別
六
番
地
の
一

電

　話

　〇
一
五
八
│
二
三
│
三
六
五
四

谷

内

信

一

網
走
地
区
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

代
表
理
事

網

走

市

字

呼

人

三

八

二

番

地

電

　話

　〇
一
五
二
│
四
八
│
二
二
一
九

中

　川

　寿

　一

協
同
組
合
津
別
町
道
路
管
理
セ
ン
タ
ー

代
表
理
事

網
走
郡
津
別
町
字
豊
永
十
八
番
地
一

電

　話

　〇
一
五
二
│
七
六
│
二
七
三
九

清

　水

　靖

　則
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胆振支部

輪
西
中
核
施
設
協
同
組
合

代
表
理
事

室
蘭
市
輪
西
町
二
丁
目
五
番
一
号

電

　話

　〇
一
四
三
│
四
三
│
五
八
四
六

松

永

英

樹

協
同
組
合
日
専
連
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

苫
小
牧
市
表
町
三
―
二
―
十
一

電
　
話
　
〇
一
四
四
―
三
三
―
二
〇
〇
〇

野
　
村
　
信
　
一

理
事
長

苫
小
牧
地
区
自
動
車
整
備
協
同
組
合

苫
小
牧
市
新
開
町
四
丁
目
六
番
十
八
号

電
　
話
　
〇
一
四
四
―
五
五
―
三
七
三
七

理
事
長

川
　
端
　
隆
　
志

登
別
管
工
事
業
協
同
組
合

登
別
市
中
央
町
一
丁
目
十
番
地
五

電

　話

　〇
一
四
三
―
八
五
―
三
三
七
九

F
A
X

　〇
一
四
三
―
八
五
―
〇
三
一
〇

理
事
長

尾

　形

　勝

　夫

洞
爺
湖
温
泉
利
用
協
同
組
合

虻
田
郡
洞
爺
湖
町
洞
爺
湖
温
泉
七
十
八
番
地
三
八
六

電

　話

　〇
一
四
二
―
七
五
―
二
七
〇
六

代
表
理
事

若

　狭

　洋

　市

苫
小
牧
地
区
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事苫

小
牧
市
新
明
町
一
丁
目
二
番
十
五
号

電
　
話
　
〇
一
四
四
―
五
五
―
三
〇
二
二
番

森

谷

哲

嗣

白
鳥
台
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　商
業
協
同
組
合

理
事
長

室
蘭
市
白
鳥
台
五
丁
目
一
番
四
号

電

　話

　（
〇
一
四
三
）
五
九
―
五
〇
一
〇

田

中

健

太

室
蘭
自
動
車
整
備
協
同
組
合

理
事
長

室
蘭
市
日
の
出
町
三
丁
目
四
番
十
二
号

電

　話

　〇
一
四
三
―
四
四
―
八
八
六
〇

江

　良

　貴

　志

室
蘭
市
日
の
出
町
二
丁
目
二
十
二
番
九
号

電

　話

　（
〇
一
四
三
）
八
三
―
七
六
一
六

代
表
理
事

斉

藤

　
聡

官
公
需
適
格
組
合

　室
蘭
市
管
工
事
業
協
同
組
合

中
島
中
央
商
店
街
振
興
組
合

理
事
長

室
蘭
市
中
島
町
一
丁
目
十
八
番
四
号
日
昇
堂
内

電

　話

　〇
一
四
三
―
四
四
―
四
四
七
六

金

濱

元

一
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胆振支部

室
蘭
地
方
中
古
自
動
車
販
売
協
同
組
合

理
事
長

室
蘭
市
日
の
出
町
三
丁
目
四
番
六
号

電

　話 

〇
一
四
三
―
四
三
―
七
二
九
二

香

　川

　博

　行

室
蘭
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

理
事
長

登
別
市
若
草
町
二
丁
目
十
四
番
地
十

電

　話

　〇
一
四
三
―
八
二
―
一
一
一
二

早

坂

忠

志

協
業
組
合
　室
蘭
清
掃
管
理
セ
ン
タ
ー

代
表
理
事室

蘭
市
寿
町
三
丁
目
二
十
四
―
五

電

　話

　〇
一
四
三
―
四
三
―
三
一
五
五

髙

橋

伸

介

専
務
理
事

松

本

一

雄

理

　事

髙

橋

邦

夫

協
同
組
合
苫
小
牧
タ
グ
セ
ン
タ
ー

理
事
長

苫
小
牧
市
汐
見
町
一
丁
目
一
番
六
号

電 
話

　〇
一
四
四
│
三
四
│
一
六
〇
七

山

口

英

彦

苫
小
牧
造
園
協
同
組
合

理
事
長

苫
小
牧
市
若
草
町
二
丁
目
二
番
一
号

電

　話

　〇
一
四
四
│
三
八
│
七
一
一
〇

土

屋

英

樹

苫
小
牧
L
P
ガ
ス
事
業
協
同
組
合

苫
小
牧
市
有
明
町
一
丁
目
七
番
八
号

電

　話

　〇
一
四
四
―
七
二
―
一
五
六
六

代
表
理
事

田

原

浩

平

官
公
需
適
格
組
合

　苫
小
牧
管
工
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

苫
小
牧
市
旭
町
四
丁
目
二
番
十
八
号

電

　話

　〇
一
四
四
―
三
三
―
五
九
三
四

成

田

才

仁

道
南
公
益
清
掃
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事室

蘭
市
御
崎
町
一
丁
目
七
十
五
番
地
七

電

　話

　〇
一
四
三
―
八
四
―
一
五
四
七

三

浦

真

彦

苫
小
牧
廃
棄
物
協
同
組
合

理
事
長

苫
小
牧
市
表
町
三
丁
目
一
番
一
三
号

第
2
C
K
ビ
ル
四
階

電

　話

　〇
一
四
四
│
八
四
│
一
一
一
四

下
谷
内

　浩

　二

特
殊
鋳
物
協
同
組
合

代
表
理
事

室

蘭

市

水

元

町

二

十

七

番

一

号

T
E
L
（
〇
一
四
三
）
四
六
│
五
六
五
一

村

　瀬

　
　
　充

〒050-8585

苫
小
牧
金
属
板
工
業
協
同
組
合

理
事
長

苫
小
牧
市
元
中
野
町
二
丁
目
五
番
六
号

電

　話
（
〇
一
四
四
）
三
五
│
七
七
八
〇

梨

　木

　
　
　仁

〒053-0005

東
胆
振
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

理
事
長

苫
小
牧
市
字
勇
払
一
五
二
番
地
二
四
五

電

　話

　〇
一
四
四
│
五
七
│
八
二
一
六

栗

　林

　克

　行

〒059-1372
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胆振支部

大
樹
生
命
保
険
株
式
会
社

　苫
小
牧
支
社

〒
053

0022
ー

支
社
長

春

名

　
浩

苫
小
牧
市
表
町
二
丁
目
一
番
一
四
号

電

　話

　〇
一
四
四
（
三
二
）
八
八
七
五
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空知支部

江

本

勝

典

高
瀬

　
　謙
二
郎

岩
見
沢
道
路
維
持
事
業
協
同
組
合

岩
見
沢
市
七
条
西
二
丁
目
六
番
地

電

　話

　〇
一
二
六
―
三
三
―
四
六
〇
〇

F
A
X

　〇
一
二
六
―
三
三
―
四
五
八
八

代
表
理
事

小

谷

純

也

中
空
知
環
境
維
持
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

滝
川
市
緑
町
二
丁
目
七
番
二
五
号

電

　話

　〇
一
二
五
―
二
三
―
五
〇
〇
〇

田

　端

　千

　裕

官
公
需
適
格
組
合

　岩
見
沢
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
同
組
合

理
事
長

岩
見
沢
市
四
条
西
四
丁
目
八
番
地

エ
ス
エ
ー
ビ
ル
二
階

電

　話

　〇
一
二
六
―
二
二
―
五
二
九
三
番

酒

井

　
茂

滝
川
環
境
維
持
管
理
協
同
組
合

滝
川
市
流
通
団
地
一
丁
目
二
番
一
一
号

電

　話

　〇
一
二
五
―
二
三
―
〇
二
二
四

代
表
理
事

古

川

廣

伸

空
知
地
方
電
気
工
事
協
同
組
合

岩
見
沢
市
九
条
西
二
丁
目

電

　話

　〇
一
二
六
―
二
二
―
一
〇
九
七

理
事
長

猪

股

浩

德

協
同
組
合

空
知
地
区
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
保
安
セ
ン
タ
ー

岩

見

沢

市

七

条

東

一

丁

目

電
　
話
　
〇
一
二
六
―
二
二
―
四
四
九
六

理
事
長

北

澤

治

雄

岩
見
沢
公
共
施
設
維
持
管
理

　
　
　
　
　
　
　事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

岩
見
沢
市
北
村
赤
川
五
八
六
番
地
三
五

電

　話

　〇
一
二
六
│
五
六
│
二
一
二
一

新

川

勝

久

芦
別
道
路
維
持
管
理
協
同
組
合

理
事
長

芦
別
市
南
一
条
東
一
丁
目
八
番
地

電

　話

　〇
一
二
四
―
二
三
―
三
八
三
八

浅

井

富

雄

月
形
事
業
協
同
組
合

理
事
長

樺
戸
郡
月
形
町
一
〇
七
〇
番
地

㈱
廣
野
建
設
内

電
　
話
　
〇
一
二
六
│
五
三
│
二
七
三
四

廣

野

和

男

あ
し
べ
つ
未
来
の
森
協
同
組
合

代
表
理
事

芦

別

市

本

町

十

七

番

地

十

電

　話

　〇
一
二
四
│
二
二
│
二
八
〇
七

小

　室

　一

　征
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空知支部

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
空
知
協
同
組
合

代
表
理
事

北
海
道
札
幌
市
東
区
本
町
一
条
十
丁
目
一
番
一
号

T
E
L

　〇
一
一
│
七
八
一
│
六
〇
八
七

F
A
X

　〇
一
一
│
七
八
一
│
六
〇
八
八

八

幡

弥

美

芦
別
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
協
同
組
合

芦
別
市
北
一
条
西
一
丁
目
五
番
地

電

　話

　〇
一
二
四
―
二
二
―
八
九
八
一

理
事
長

吉

川

幸

伸

代
表
理
事

玉
　
田
　
尚
　
久

協
同
組
合
ア
ー
ス
グ
ロ
ー
イ
ン
グ

岩
見
沢
市
四
条
西
十
五
丁
目
三
番
地

電
　
話
　
〇
一
二
六
―
三
三
―
七
五
五
七
番

空
知
地
方
石
油
業
協
同
組
合

代
表
理
事

滝
川
市
流
通
団
地
三
丁
目
四
番
二
号

電

　話

　〇
一
二
五
│
二
四
│
六
七
六
八

河

合

正

三

砂
川
道
路
管
理
協
同
組
合

砂
川
市
北
吉
野
町
二
八
二
番
地
四

電

　話

　〇
一
二
五
│
五
二
│
二
四
六
〇

代
表
理
事

橋

爪

信

博
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宗谷支部

　
　稚
内
と
み
お
か
商
店
会

協
同
組
合

専
務
理
事

稚
内
市
富
岡
二
丁
目
一
番
二
十
一
号

電

　話

　〇
一
六
二
―
三
二
―
六
四
〇
一
番

橋

　本

　健

　司

理
事
長

今

　村

　光

　壹

稚
内
管
工
事
業
協
同
組
合

〒
〇
九
七
―
〇
〇
〇
一

稚
内
市
末
広
四
丁
目
三
番
四
号

電

　話
（
〇
一
六
二
）
三
四
―
〇
二
二
二
番

F
A
X
（
〇
一
六
二
）
三
四
―
〇
二
二
〇
番

理
事
長

富

田

伸

司

稚
内
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

代
表
理
事

稚
内
市
は
ま
な
す
三
丁
目
三
番
十
一
号

電
話

　〇
一
六
二
―
三
二
―
一
一
一
一

貝

森

好

文

豊
富
町
産
廃
処
理
協
同
組
合

天
塩
郡
豊
富
町
字
上
サ
ロ
ベ
ツ

一
一
八
八
番
地
の
五
一

電
　
話
　
〇
一
六
二
―
八
二
―
三
一
二
三

代
表
理
事

佐

藤

雄

示

官
公
需
適
格
組
合

　北
星
開
発
事
業
協
同
組
合

理
事
長

稚
内
市
は
ま
な
す
二
丁
目
四
番
十
三
号

電

　話

　〇
一
六
二
―
三
三
―
六
五
〇
三

F
A
X

　〇
一
六
二
―
三
二
―
五
五
五
五

齋

藤

直

哉
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後志支部

理
事
長

小

樽

市

築

港

五

番

四

号

電
　
話
　
〇
一
三
四
―
二
九
―
二
一
四
一

菅

原

　

建

小
樽
倉
庫
事
業
協
同
組
合

石
狩
湾
新
港
倉
庫
事
業
協
同
組
合

官
公
需
適
格
組
合

　小
樽
市
管
工
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

小

樽

市

緑

一

丁

目

一

番

三

号

電

　話

　〇
一
三
四
―
三
二
―
四
八
五
七
番

土

田

勝

稔

小
樽
運
送
事
業
協
同
組
合

理
事
長

〒
〇
四
七
―
〇
〇
〇
八

小

樽

市

築

港

八

番

三

号

電
　
話
　
〇
一
三
四
―
二
三
―
五
五
〇
四

池

田

幹

雄

小
樽
地
方
電
気
工
事
協
同
組
合

小
樽
市
富
岡
一
丁
目
十
番
二
十
四
号

電

　話

　〇
一
三
四
―
二
五
―
〇
五
一
一
番

理
事
長

岩

城

直

人

副
理
事
長

花

和

嘉

貴

副
理
事
長

村

田

憲

恒

南
小
樽
市
場
協
同
組
合

小

樽

市

新

富

町

十

二

番

一

号

T
E
L

　〇
一
三
四
―
二
三
―
〇
七
二
二

F
A
X

　〇
一
三
四
―
三
二
―
五
一
六
七

E
-m
ail:n

an
taru
@
siriu

su
.o
cn
.n
e.jp

h
ttp
://n

a
n
ta
ru
ic
h
ib
a
.o
r.jp

後
志
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

理
事
長

虻
田
郡
倶
知
安
町
南
三
条
東
六
丁
目
二

電

　話

　〇
一
三
六
―
二
二
―
一
七
一
〇

玉

井

淑

　

齋

　藤

　隆

　幸

小
樽
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
同
組
合

〒
〇
四
七
―
〇
〇
三
二

小

樽

市

稲

穂

五

丁

目

五

番

一

号

T
E
L

　〇
一
三
四
―
二
四
―
一
一
九
一

F
A
X

　〇
一
三
四
―
二
四
―
一
三
五
七

代
表
理
事

小
樽
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
協
同
組
合

代
表
理
事

小

樽

市

港

町

一

番

一

号

電

　話

　〇
一
三
四
│
二
一
│
七
七
七
一

畑

　
　
　賢

　治
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本　部
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本　部

28,050円
19,140円
19,140円
16,500円
16,500円
29,370円

最大63名
最大36名
最大36名
最大45名
最大24名
最大60名

85m2
58m2
58m2
59m2
41m2
89m2

一般社団法人

13,750円
9,350円
9,350円
8,250円
8,250円
14,300円

16,500円
11,550円
11,550円
9,900円
9,900円
17,600円

2,420円
1,650円
1,650円
1,430円
1,430円
2,640円

ご利用時間は厳守してください。午後6時以降ご利用時間の延長はできません。
ご利用時間の中には、ご利用の準備及びご使用後の机、椅子等の整理の時間も含みます。
延長のお申込みをいただいても、都合により延長できない場合があります。

お申込みは、利用日の6か月前の月初めから受け付けます。
受付時間は、平日午前9時から午後5時までとなっています。
所定の申込用紙に必要事項をご記入の上、ご提出願います。（ホームページをご参照ください。）

延長（18時まで）
30分単位

ただし、事前にお申込みをいただきますと午後6時まで利用時間を延長（30分単位）することができます。

TEL　011-231-7141／FAX　011-231-7142
〒060-0001　札幌市中央区北1条西7丁目 プレスト1・7ビル 2階

北海道中小企業会館

南北線「さっぽろ」駅から徒歩約8分／南北線「大通」駅から徒歩約9分
JR「札幌」駅から徒歩約12分
お近くの有料駐車場をご利用ください。

使用料金（消費税込み）

土曜・日曜・祝日及び
年末年始（12月29日から1月3日まで）

諸会議・研修会等
幅広くご利用いただけます
「中小企業会館」は、中小企業者のための施設です

北海道中小企業会館の貸会議室は、札幌の中心JR札幌駅から徒歩約12分という好立地にあり、植物園、
大通公園に近接するなど四季折々の景色が美しく環境に大変恵まれており、全室カーペット敷きです。
約24名～約180名様まで利用可能で、会議・研修会・勉強会・面接会場と多目的にご利用いただけます。
お申込みは6か月前の月初めから受け付けています。どうぞお気軽にお問い合わせください。

午前9時から午後5時まで
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N o . 8 2 6
2 0 2 5

01	 年頭挨拶

	 北海道中小企業団体中央会　会長　髙橋　秀樹	
	 北海道知事　鈴木　直道	
	 経済産業省北海道経済産業局長　鈴木　洋一郎

04	 北海道産業貢献賞　受賞おめでとうございます！

05	 札幌市産業経済功労者表彰・優良工場等表彰　受賞おめでとうございます！

06	 令和6年度　北海道の労働事情【要約版】②

08	 令和6年度組合等女性研修会を開催しました／	
	 中小企業者が知っておきたい価格交渉の基礎知識セミナーを開催しました／	
	 全国中小企業団体中央会　令和6年度中小企業組合士スキルアップ研修が開催されました

09	 札幌市管工事業協同組合青年部　設立 30 周年祝賀会が開催されました／	
	 札幌電気工事業協同組合青年部　設立 40 周年祝賀会が開催されました／	
	 全国中小企業青年中央会　組合青年部全国講習会が長崎県で開催されました

10	 石田邦雄の『組織磨き・人育て』の現場から⑧

11	 北海道経済産業局からのお知らせ

12	 11 月の道内景況

14	 支部だより

16	 中小企業大学校旭川校からのお知らせ

17	 中小企業基盤整備機構からのお知らせ

1

N O M T OI F R A I N

中央会からのお知らせです

○中央会の独自調査として「夏季」、「冬季」の賞与調査を行っています。
○秘密の厳守
　調査票にご入力いただいた事項については、企業と個人の情報の秘密を厳守し、統計以外の目的に用いる
ことはいたしませんので、ありのままをご回答ください。
　また、入力担当者名などの個人情報については、本調査に係る問合せ以外には使用
いたしません。
　所属会員企業への周知・依頼についてご協力お願いいたします。

○回答方法
　URL（https://forms.office.com/r/20eT3nzhna）又は右記QRコードより�
回答フォームにアクセスし、ご回答ください
　支給しない場合でも「ない」でご回答をお願いします。

○回答期限
　令和 7年1月 30 日（木）までにご回答願います。
　フォームのご回答に当たり、不明な点など、調査に関するお問合わせは企画情報部まで
� （電話 011-231-1919　FAX 011-271-1109）

令和6年度冬季下期賞与調査ご協力のお願い



０００１　函館市五稜郭町 ３３‐１
９‐２３

０１３８‐３５‐５０２２

〒 060-0001　札幌市中央区北１条西７丁目 プレスト１・７ ３階
TEL 011-231-1919　FAX 011-271-1109

ホームページアドレス　https://www.h-chuokai.or.jp
発行日／ 2025 年1月１日（毎月１日発行）

＊�この機関誌は、誰もが読みやすい
ユニバーサルデザインフォントと
環境にやさしい植物油インキを使
用しています。

N E W S  R E P O R T  C H U O K A I

N o . 8 2 6
2 0 2 5

北海道産業貢献賞
　受賞おめでとうございます！

札幌電気工事業協同組合青年部
設立40周年祝賀会が

開催されました

支部だより（上川・宗谷支部）

連
携
の
絆
を
深
め
、
輝
く
明
日
へ


